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平成平成平成平成２１２１２１２１年第年第年第年第４４４４回南丹市議会回南丹市議会回南丹市議会回南丹市議会１２１２１２１２月定例会会議録月定例会会議録月定例会会議録月定例会会議録（（（（第第第第２２２２日日日日）））） 

平成２１年１１月３０日（月曜日） 

 

議事日程議事日程議事日程議事日程（（（（第第第第２２２２号号号号））））    

平成２１年１１月３０日 午前１０時開議 

    日程第 1   議案第１２８号、議案第１２９号（委員長報告～表決）    

    日程第 2   議第９号 南丹市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改 

正について（提案理由説明～表決） 

 日程第 3   一般質問 

    

本日本日本日本日のののの会議会議会議会議にににに付付付付したしたしたした事件事件事件事件    

    日程第 1   議案第1 2 8号 南丹市特別職員の給与に関する条例の一部改正について 

（市長提出） 

議案第1 2 9号 南丹市職員の給与に関する条例の一部改正について 

（市長提出） 

    日程第 2   議第９号 南丹市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改 

正について                  （議員提出）    

 日程第 3   一般質問 

 

出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（２２２２４４４４名名名名））））    

 1 番 仲   絹 枝    2 番 大  一 三    3 番 高 野 美 好 

 5 番 川 勝 眞 一    6 番 末 武   徹    7 番 橋 本 尊 文    

 8 番 中 川 幸 朗    9 番 小 中   昭    11番 川 勝 儀 昭 

 12番 藤 井 日出夫    13番 矢 野 康 弘    14番 森   嘉 三 

 15番 仲 村   学    16番 外 田   誠    17番 中 井 榮 樹 

 18番  村 則 夫    19番 井 尻   治    20番 村 田 憲 一 

 21番 松 尾 武 治    22番 高 橋 芳 治    23番 八 木   眞 

 24番 村 田 正 夫    25番 谷   義 治    26番 吉 田 繁 治 

 

欠席議員欠席議員欠席議員欠席議員（（（（１１１１名名名名））））    

4 番 森    次    

 

事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名    

        事 務 局 長            勝 山 秀 良                    局 長 補 佐   森   雅 克 
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  主 任   西 田 紀 子     主 任   安 木 裕一郎 

 

説明説明説明説明のためのためのためのため出席出席出席出席したしたしたした者者者者のののの職氏名職氏名職氏名職氏名    

市 長     佐々木 稔 納     副 市 長     岸 上 吉 治 

教 育 長     牧 野   修     参 与     國 府 正 典 

参 与     浅 野 敏 昭     参 与     中 島 三 夫 

総合政策担当部長 

兼総合政策室長 

    大 野 光 博     総 務 部 長
 

松 田 清 孝 

企画管理部長     上 原 文 和     市 民 部 長     西 村 良 平 

福 祉 部 長 

兼福祉事務所長 

    永 塚 則 昭     農林商工部長     神 田   衛 

土木建築部長     山 内   明     上下水道部長     井 上 修 男 

教 育 次 長     東 野 裕 和     会 計 管 理 者     小 寺 貞 明 

 

午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時００００００００分開分開分開分開議議議議    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君））））    皆さん、おはようございます。 

ご参集、ご苦労さんに存じます。 

ただいまの出席議員は２４名であります。 

定足数に達しておりますので、これより１２月定例会を開催して、本日の会議を開き

ます。 

日程に入るに先立って、ご報告をいたします。森次議員より欠席の旨、届けがあり

ましたので、報告いたします。 

以上で、報告を終わります。 

 

日程第日程第日程第日程第１１１１    議案第議案第議案第議案第１２８１２８１２８１２８号及号及号及号及びびびび議案第議案第議案第議案第１２９１２９１２９１２９号号号号    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） それでは、日程に入ります。 

日程第１、「議案第１２８号及び議案第１２９号」を一括して、議題といたします。 

これより、委員長の審査報告を求めます。 

村総務常任委員長。 

○○○○総務常任委員長総務常任委員長総務常任委員長総務常任委員長（（（（村村村村    則夫君則夫君則夫君則夫君）））） 皆さん、おはようございます。それでは、総務常任

委員会に付託されました２議案につきまして、それぞれ慎重に審査を行ったところでご

ざいます。ここに、審査の状況と結果について報告をいたします。 

まず、議案第１２８号、南丹市特別職員の給与に関する条例の一部改正についてであ

りますが、詳細説明を受けたのち質疑を行い、表決の結果、賛成全員により可決いたし

ました。 
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次に、議案第１２９号、南丹市職員の給与に関する条例の一部改正についてでありま

すが、本年８月の人事院勧告に伴う給与改正ついての内容説明資料の提出を求め、減額

調整等の質疑を行い、本市職員のラスパイレス指数は、類似団体と比較しても低く、今

後も積極的に職員の処遇改善に取り組まれるようにとの意見があり、討論はなく、表決

の結果、賛成全員により可決いたしました。 

以上、総務常任委員会の報告といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、委員長の報告は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

特に質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論の通告はありません。 

特に討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） なしと認め、討論を終結いたします。これより順次採決をいた

します。 

まず、議案第１２８号を起立により採決をいたします。 

本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案、委員長の報告のとおり決す

ることに賛成者の起立を求めます。 

（起立全員） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 起立全員であります。 

よって、本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

次に、議案第１２９号を起立により採決をいたします。 

本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案、委員長の報告のとおり決す

ることに賛成者の起立を求めます。 

（起立全員） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 起立全員であります。 

よって、本案は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

日程第日程第日程第日程第２２２２    議第議第議第議第９９９９号号号号    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 次に、日程第２「議第９号 南丹市議会議員の議員報酬及び費

用弁償等に関する条例の一部改正について」を議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

谷義治議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（２５２５２５２５番番番番    谷谷谷谷    義治君義治君義治君義治君）））） 皆さん、おはようございます。ただいま上程されました
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議第９号、南丹市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、

その提案理由をご説明申し上げます。 

本定例会において、８月発表された人事院勧告に伴い、特別職の期末手当の改正は、

議案第１２８号、南丹市特別職員の給与に関する条例の一部改正、また、職員の期末勤

勉手当等の改正は、議案第１２９号、南丹市職員の給与に関する条例の一部改正として

提案され、ただいま全員一致で可決されたことに鑑み、議員も自らが昨今の社会経済情

勢、あるいは、南丹市の行財政状況を勘案する中で、ここに期末手当の減額が必要と判

断したところであります。 

議員各位におかれましては、何とぞ慎重ご判断の上、可決賜りますよう、よろしくお

願いを申し上げ、提案説明といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 提出者の説明が終わりました。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議第９号については、会議規則第３７条第２項の規定

により、委員会付託を省略いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ご異議なしと認めます。 

よって、議第９号については、委員会付託を省略することに決しました。 

これより質疑に入ります。 

特に質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。谷委員ご苦労さんで

した。 

これより討論に入ります。 

特に討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

それでは、議第９号を採決いたします。 

議第９号については、原案のとおり決することに賛成者の起立を求めます。 

（起立全員） 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 起立全員であります。 

よって、議第９号については、原案のとおり可決されました。 

 

日程第日程第日程第日程第３３３３    一般質問一般質問一般質問一般質問    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 次に、日程第３「一般質問」を行います。通告により順次発言

を許します。まず、２１番、松尾武治議員の発言を許します。 

松尾議員。 
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○○○○議員議員議員議員（（（（２１２１２１２１番番番番    松尾松尾松尾松尾    武治君武治君武治君武治君）））） 皆さん、おはようございます。議席番号２１番、活緑

クラブ所属、松尾武治です。議長の許可がありましたので、通告にしたがって質問をい

たします。 

国では、来年度予算の無駄を洗い出す事業仕分けが行われておりますが、会議に臨む

委員は、財務省が作ったテキストをもとに発言されているように聞いております。地方

の苦境を知らない民間人が地方の切り捨てにつながる発言をしております。行政を取り

巻く利権構造が格差社会を助長し、国及び地方自治体の施策をゆがめてきたと考えてお

ります。政権のトップである鳩山総理の偽装献金、小沢幹事長の企業献金などの疑惑が

報道されております最中、国会の本会議中に鳩山総理は支持者に渡す扇子にサインをす

る映像が放送されておりますが、国民が選択したとはいえ、日本の将来に不安を感じて

おります。南丹市では、市長が理事長を務める組合の救済に１億９，２００万円の税金

投入や、防災行政無線の高落札率の契約を正当化するなど、疑義がある施策が次々と執

行され、市財政は、厳しい状況に陥っております。平成１８年６月議会に示されました

施政方針で、地域経済の活性化、効率的な行政運営により、市民満足度を高めるための

行政改革、市民の税金を血税と再認識し、１円まで生かすための基盤強化と財政改革を

行う。また、基盤となる財政再建のために粉骨砕身努力すると述べられております。し

かし、財政基盤は、この４年間で最悪の状態に転落し、市内の経済は、益々厳しい状況

となっております。誘致企業への支援は、財政が厳しいにもかかわらず手厚い施策を継

続しておりますが、市内の中小零細企業への支援は削減するなど、厳しい対応をしてお

ります。市民サービスは削減され、住民協働を進めると言いながら、市民活動団体への

補助金カット、少子高齢化が行政課題であるにもかかわらず、子育て支援には、ニーズ

が多い両立支援策などが欠けるもので、時代背景をとらまえていない偏った条例の制定

など、弱者に厳しい施策が強行されております。４町が合併して早くも４年を迎えよう

としておりますが、市民との約束事は、次々反故になっております。１８年度決算では

実質公債費率が１７％だったものが、２０年度決算では、１９．７％となり、起債に許

可が必要になりました。財政の安定が合併の最大の効果にもかかわらず、持ち込んだ基

金が減少し、財政状況は悪化しております。事業を見ますと、民間との事業仕分けをす

ることなく進めた地域情報網の整備事業、目的が見えない本町区画整理事業、利用率が

低い公園整備などが進められましたが、放置された老朽八木駅舎をはじめ、周辺部では、

合併で行政が遠くに行ったと、失望の声を聞いております。市域の一体感を示されてお

りましたが、市域の一体感を市民の皆さんは、どのように評価されているでしょう。市

民の声を聞く住民懇談会が開かれておりますが、出席者を増やす工夫が行われたのか、

形式的に行ったらいいと考えているのか分かりませんが、出席者の大半は、市役所の職

員、または、関係者が占めております。このような状態の住民懇談会で市民の声を聞き

ましたと、市長は述べられるのでしょうか。それでは、通告にしたがって質問をいたし

ます。 
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２２年度予算は、市長選挙が目前ということから骨格予算になると思いますが、歳入

不足から厳しい予算編成になると考えられます。合併時の財政計画が大きく狂い、厳し

い財政状況となっています。子育て支援や各種補助金など住民サービスの削減をする一

方で、民間には太刀打ちできない光ケーブルの敷設につながる地域情報網整備、災害時

に役に立たなかったと言われている防災行政無線などを強行されましたが、市長就任後、

継続事業と言って強行された事業には、当初の目的が達成できていないものなど様々で

すが、進められた事業の評価をどのようにされているのか伺います。 

また、中長期の財政見通しを伺います。 

昨年から行政評価推進委員会が開催され、様々な意見が出ております。中でも地域情

報網の整備については、整備が優先で事業目的が後追いになっていることが指摘されて

おります。今後の整備の必要性がある園部地区の課題も指摘されておりました。部課長

の説明で、園部地区では、民間に太刀打ちできない状況、民間への移行者がある、八木

地区では加入者が５０％に満たないなど、説明をされております。民間とのすみ分けが

必要と言われている事業でありながら、行政が独自に進めた事業の評価と、民間に太刀

打ちできない状況とは、何を示すのか伺います。 

イントラネットの整備をしていると説明がありますが、学校でのテレビ電話を使った

会議や、地域の公民館等での利用状況を事業別にお伺いいたします。 

本町地区区画整理事業の全体像が見えてきましたが、まちの再生につながるのか、疑

問に思っております。区画整理事業は、行政が主体的に行う事業と、小山東町土地区画

整理組合に関わる議案説明では述べられておりますが、本町区画整理事業では、市とし

て賑わいづくりの方向すら示せず、一貫性のない場当たり的な答弁ですり抜けようとさ

れております。日頃、市長は、国道９号の改良が区画整理の目的のように言われており

ますが、国道の改良なら別の方法があります。改めて目的と展望について伺います。 

ＪＲでは、園部以北の複線化計画は全く白紙状態と言われておりますが、同じ南丹市

域にある胡麻駅までの利便性の確保の必要性は、市域の一体感と併せ、市の重要課題と

考えております。また、胡麻地域は京都府の中心に位置することから、府内を転勤する

人の住まいに適していると言われ、移り住んで来られた人も少なくありません。このよ

うな人たちの居住を促進するためにも、利便性を高める必要があります。即、複線化は

困難としても、園部駅での同一ホームでの乗り換え、朝夕の増便などで利便性が高まり、

南丹市の西の玄関である胡麻地域の活性化につながると考えておりますが、市長の見解

をお伺いいたします。 

基幹交通対策特別委員会では、基幹となる交通網と併せ、交通弱者の対策についての

議論を重ね、合併で広域化した先進事例を調査する中で、長野県の安曇野市を視察しま

した。合併後、市内の一体感の構築で取り組まれたのがデマンド交通網の整備で、旧町

からのものを再構築され、利便性が高められております。合併後に取り組まれたものが、

暮らす人に優しい施策であるところは南丹市と異なります、去る１０月２７日には、岐
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阜県飛騨市へ政務調査に出向きました。飛騨市は南丹市が合併以前に視察したところで、

当時の報告を思い起こすと、中心になっている古川町の町長が中心地町よりも、周辺町

村を優先に取り組んだと言われていたようですが、視察を参考にするより、南丹市は、

中心部を優先にまちづくりを進めております。園部には、ぐるりんバスが客を乗せない

で走っておりますが、少しの工夫で４キロ近くを徒歩で通学している児童の通学にも利

用できます。また、周辺地域には、独居老人が多く、日常生活にも事欠く状況となって

おります。現状を踏まえ、周辺部の交通弱者に対する対策をどのように考えておられる

のか、お伺いいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） おはようございます。それでは、松尾議員のご質問にお答え

をいたします。 

まず、現在の財政状況に鑑みまして、今日まで旧町からの継続事業についてご質問が

ございました。私自身この継続事業、それぞれのまちで計画を、また、実施をしてきた。

この事業をまずは、新市においてしっかり受け継ぎ、これを完成することが、まず大事

であろうというふうな思いの中で取り組んできたところでございます。市民の皆様方の

ご協力や、また、議会のご理解を賜りながら進めてきたわけでございますが、それぞれ、

ほぼ目途がついてきたというふうな状況になっておるというふうに、私自身は認識をい

たしておるところでございます。こういった中で、具体的な問題につきまして、ご質問

をいただいたわけでございますけれども、まず、地域情報網整備事業。この整備につき

ましては、合併協議会においても新市建設計画の重要課題として位置付けられておりま

して、地域の一体化を進める有効な手段としての、この事業に取り組んだものでござい

ます。こういった中で様々な課題も、ご指摘をいただいておるところでございますけれ

ども、今日までそれぞれ進めてきた中で、それぞれの事業の中での成果は上がったもの

というふうに、認識をいたしておるところでございます。こういった中で、まず、光フ

ァイバーのケーブルも整備をいたしておるわけでございますけれども、旧園部町は以前

に設置したものを、今、使っておるわけでございますし、この進捗する様々な技術、ま

た、能力の向上などに、我々もこれに対処していかなければならないというふうに考え

ておるところでございます。ただいま、民間に太刀打ちできない状況ということでござ

いますけれども、民間事業者の場合は、利用者の利用形態にあった伝送速度を選択でき

るようなサービスの内容を段階的に設定されておりますけれども、南丹市の場合は、園

部町地域、また、他の地域では、若干早いわけでございますけれども、こういったこと

が差があるという現状でございます。こういった中で、民間事業者のサービスで高度な

サービスを請け負うということになりますと、南丹市における能力を高めるということ

なりますと、投資が必要であります。こういった中で、受益者負担というふうなものを

考えますと、同様なサービスを、今、向上することはできないというふうなところでご
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ざいます。しかしながら民間事業者というのは、どうしてもペイする地域というところ

でしか活動できません。そういった中で南丹市全域において、この地域情報通信基盤整

備事業を充実してきた。このことによって情報格差が生じない、こういった形のことが

確立できたと。私はこのことは大変重要なことであるというふうに認識しておるところ

でございます。こういった中で、ただいまの問題もあるわけでございますし、そういっ

た中で、高度化を図っていくことは、私どもにとっても重要なことだというふうに考え

ております。今回の補正予算におきましても、インターネット設備の園部町における老

朽化に対応するために、通信速度の増速化を図っていく予算を提案させていただいてお

るところでございますが、それぞれの状況の中で、積極的な対応を、これからもしてい

かなければならないというふうに考えておるところでございます。 

次に、イントラネットの問題につきましてご指摘をいただきました。 

このことにつきましては利用状況、映像配信、また、電子掲示板、テレビ電話、テレ

ビ会議、それぞれのことを実施いたしておるところでございますけれども、利用状況の

件数といたしましては、映像配信において２４コンテンツを行ってまいりました。また、

電子掲示板につきましては、常時掲示中でございます。テレビ電話につきましても南丹

市役所で３５件、また図書館で２４件、それぞれの支所で１２０件余りですね。それか

らテレビ会議におきまして、市内の小学校におきまして、１４件の利用をさしていただ

いておるところでございます。それぞれこの事業設備につきましては充実をいたしたわ

けでございます。こういった中で、やはりこれをどのように活用していくのか、また市

民生活向上につなげていくのか、これが私どもの課題であるというふうに認識しており

ます。それぞれの課題は、あるわけでございますけれども、せっかく整備できた事業で

ございます。これをいかに活用していくか、これからも努力をしていきたいというふう

に考えておるところでございます。 

次に、本町の区画整理事業につきましてのご質問をいいただきました。 

現在、本町土地区画整理事業には、２１年度末には、７５％の事業進捗の予定でござ

います。こういった中で、一体的に進めております上本町佛大線及び内環状線について

は、９０％になる見込みでございます。こういった中で、園部町の市街地再開発事業と

して取り組んでおります国道９号の拡幅工事、このことにつきまして、一体的に行って

いく中で、面的整備と併せて実施するということが、この市街地再整備につながるわけ

でございまして、面的工事、そして、線的工事を一体的に進めることにより都市基盤が

充実するというふうに考えておるところでございます。それぞれこの市街地再開発事業、

地権者の皆様方や関係住民の皆様方、そして市民の皆様方のご理解やご協力の中で進め

てまいっておるわけでございますけれども、中心市街地として、それぞれの取り組みも、

市民の皆様方も行っていただいております。これを活性化につなげていく。このことが

私どもも大変重要であるというふうに考えておりますので、これからも市民の皆様方と

連携を強めながら、このことを目指してまいりたいというふうに考えておるところでご
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ざいます。 

次に、ＪＲ山陰本線の課題でございます。園部まで、京都園部間の複線化、来年春と

いうことで決定いたしたわけでございますけれども、私どもも、この山陰線の複線化の

協議会と地域の２市１町で取り組んでおるわけでございますが、これが園部駅までの複

線化の完成によって終了したということは、認識しておりません。やはり園部駅以西の

複線化、このことをやはり引き続き努力をしていかなければならないというふうに思っ

ておるわけでございます。そういった中で、この促進協議会におきましても、本年の５

月と９月にＪＲ西日本さんの福知山支社、京都支社に対しまして、要請、要望を行って

おります。また、市といたしましても、本年３月に独自で行っておるところでございま

す。これにつきましては、ご質問にございましたように、複線化の園部以北の複線化の

推進、また、今回の園部駅までの完成によりますところの園部以北の電車の増発、増結、

また、乗り継ぎ時の待ち時間の解消等々要望をいたしておるところでございます。この

ことは、ご質問にございました胡麻地域における活性化は申すまでもなく、南丹市全域

にとりましても重要であるというふうに考えておりますので、引き続き努力をいたして

まいらなければならないというふうに思っております。 

次に、いわゆる交通弱者と言われる方々に対する施策でございますけれども、今、既

存のバス等の事業、このことを総合的に判断する中で、やはりこの部分というのは、交

通弱者対策というのは、大変重要なことであるというふうに考えております。市内１７

集落を対象といたしまして、おおむね７０歳以上の高齢者の皆様方、１００件を抽出さ

せていただきまして、生活の行動も含めた個別の聞き取り調査を、実施をいたしており

ます。こういった中で、この調査結果を分析する中で、様々な課題も、さらに明確にな

ってくるというふうに思いますので、ダイヤ、路線、また既存のバス事業者やタクシー

事業者の皆様方、そして、福祉、教育関係者と連携する中で、より効率的で利便性のあ

るバスをはじめとする公共交通の確立に、目指していきたいというふうに考えておると

ころでございます。 

１つ答弁漏れがあったようでございますので。中長期的な財政見通しにつきましての

ご質問をいただいております。 

市役所内部におきましては、今、中期財政計画の中で公債費の繰り上げ償還のために

南丹市財政健全化計画を作成し、公表してきたところでございます。こういった中では、

適正な定員管理、また、地方債発行の抑制、繰り上げ償還の実施、経常経費の削減等を

計画する中で、事業評価の導入などにより、健全化に向けて努力をいたしておるところ

でございます。しかしながら、現在の景気の状況や、また、国と地方との関係、この状

況も大変厳しいものがございます。また、来年度予算編成につきましては、ただいま予

算案決定に向けた取り組みがされておりますが、従前とは、大変大きな変化が生じてお

ります。こういった中で、南丹市にどのような影響を現すのか、この辺のこともじっく

りと調査をし、また、予算の審議の中で的確に対応できるような形のことを執っていか
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なければならないと思っておるところでございますし、こういったことを踏まえながら、

計画を見直すことが重要であるというふうに認識をいたしておるところでございますの

で、ご理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

以上、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

  松尾議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（２１２１２１２１番番番番    松尾松尾松尾松尾    武治君武治君武治君武治君）））） 一応、答弁をしていただいておりますが、まず、順序

が前後しますけれども、いわゆる事業評価についてですが、当然、地域情報網の基盤整

備も、防災無線等についても、合併時の当然、協議された内容だというふうなことを、

私も十分認識しておりますが、その事業を実施するにあたり、やはり、その合併協で議

論した時点と、佐々木市長が市長就任された時期というのは、大きくずれておりまして、

その間の技術革新というのは、ものすごく大きい技術革新が行われております。その時

点でどのようなその事業を検証されたのか、内容を検証されたのか。例えば、私は、も

う以前から言うておりますけれども、防災情報無線、これは災害時には、無線といえど

も役に立たない。なぜ役に立たないかと言うと、いわゆる双方向の通信がこれはできな

い、この施設は。というのは、例えば旧町で、旧町単位、例えば、小学校の場所からは

双方向ができます。しかし、それを越えた山間の集落からは、災害が起こったら、災害

者からは、その情報が発信できないのは、今の南丹市の情報防災行政無線だと言うて、

私は以前にも指摘をしておりました。そんなもん作ったかってね、何の意味もならない

ですよ。多額の経費を、まして高落札、１００％近い業者の言いなりで落札した、そん

なもん作ったって、全く意味をなさない。例えば、新しい技術の中では、地域情報網通

信基盤整備事業、これは有線ですけれども、この事業をするときにその防災機能も含め

た設計をなぜしなかったのか。だから私は、合併時の約束事であっても、そのときに市

長が就任されたら、その内容を精査して、今のその市長の就任された時点の技術革新に

合うようなものの検討をしなければならないということを、私は指摘してるんですよ。

だからそういう意味で、やはりその事業評価は、私は十分されてないと。今のあれでは

ね、ＩＰ電話から、すべて全部使えるシステムになっているんですよ。これは、私ども

の事業をやった年と同じ時にできてるんですよ。そういうことが全く検証されてないと。

それと、地域間格差、これはね、必ず一般企業は、それは儲かるところしかしませんよ。

しかし、その不採算部分について行政がどのようにして参加していくか。採算部分につ

いてはいわゆる民間にやらすと。そういうね、すみ分けっていうのは、ものすごく大事

なんですよ。それをうまくやっているところが他の地域にもいくらでもあります。そう

いうことが全くなされてない。だから合併時の約束事は、間違いなく約束事です。それ

を市民のためにどう活かすかということが、私は、大事だということを以前から指摘し

ておりました。 

それと、この光ケーブルというのはスピードが、やはり一般の家庭で使う場合には、
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そうスピードというのは追求されません。しかし、このこういった山間の集落で、新し

く産業を興すためには、この光ケーブルのスピードがものを言うんです。だから決して

東京で仕事しなくても、この美山町の山間でも東京と同じ仕事ができるのは、このこう

いった施設なんですよ。それをするためには、このスピードがなかったら仕事は、でき

ないということになる。だから家庭用じゃなくて、南丹市で産業を興すためのことにこ

の光ケーブルを活かすということが重要なことなんですよね。そこらが全然、事業評価

で出てないということを、私は感じております。やはり、それはやっぱり真摯に市長は、

事業評価をして臨んでいただきたいなというふうに思います。鑑みまして 

それと、大変前後しますけれども、本町の区画整理事業、今も説明がありました。こ

れね、本町の人たちがね、果たしてこれ、店しても人が来られるのかなという不安を持

っておられるのは、市長ご存知ですか。やはり人というのはね、一旦遠のいた人を戻す

ためには、それだけの賑わいを求めるだけの内容がなかったら、人は寄らへんのですよ。

しかし、ほとんどない今の状態で、どのようにして、あれで人が寄るんですか。だから

私は、この再開発というのは、小山東のときに説明されていたように、行政が先導して、

立ってやるんだということを言われておりましたけれども、そのことが全く本町には出

されてない。ほな市長が本町に賑わいを出すために、どんなことをしたらいいと思われ

るんですか。それについて伺っておきたいと思います。市長の考え方を伺っておきたい

と思います。 

それと、一番目に、いわゆる職員の定数の問題。これね、まず職員の定数のことばか

りあまり言うと、私は、職員さんを敵に回すことになりますが、いわゆる処遇改善とい

うのは、当然必要で、府下でも一番低いという状況になっておりますが、南丹市の計画

書を見てみますとね、職員は、職員の定数削減の率が、やはり先進事例と見ると、比較

すると、まだかなり低いです。その上、２０年度においては、嘱託職員、当然、減らす

べきところをかなり増額、増やしておられます。これはね、仕事は、２０年度はもうか

なり減ってるんでね、合併後、順次仕事が減っておるのにかかわらず、この嘱託職員が

増えてると。一人ひとりの仕事量というものをもう少しチェックして、一人の人の処遇

を改善して、より効率的に働いてもらう環境づくりが、私は、市長の一番重要な役割だ

と思うんですよ。その点についてね、やはり南丹市は全くできてない。だから、もうす

べて、まだ、これ嘱託職員以外に、アルバイト等物件費の中にかなり含まれております

けれども、そこを削減するということが南丹市の財政を立て直す一番大事なとこなんで

すよ。これはやっぱり民間の手法をもっと学んでもらって、それを取り入れてやはり改

革をする必要があるというふうに思っております。それについても、お答えいただきた

いと思います。 

もうあんまりいっぺんに言うたらあれですけれども、もう１点、胡麻までの複線化の

問題で続いて聞いておきたいんですけれども。今ね、園部から乗るほうがかなり便利で

して、朝の出勤には胡麻で乗ったら行けますが、帰りに園部から胡麻までの間の便数が
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少ないということで、大変ご不便をかけておるのは、市長もご存知だと思いますが。胡

麻の人たちが園部に車を預けて通勤されている方がかなりあります。この実態をどのよ

うに把握されているのか、聞いておきたいと思います。 

以上。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） ただいまご質問をいただきました件に、お答えをさせていた

だきます。 

それぞれ合併時に継続として引き継ぎました事業につきましては、先ほどの答弁で申

し上げたところでございますけれども、当然、その実施段階におきましては、様々な検

討を加え、より良き事業となるように実施していく中では、十分な検討をしてきたとこ

ろでございます。こういった中で、まず防災行政無線、このことにつきましては、ご指

摘いただいたような状況というのは、理解しておりますけれども、私は、今、議員がお

っしゃるような、いわゆる無駄な投資ではなかったというふうに思っております。これ

は、見解が大きく異なっておるというふうに、私自身は、理解をいたしておるところで

ございます。やはり市民の皆様方の安心、安全の確保のために、この防災行政無線とい

うのを全市において充実をさせていく。そして、このことにつきましては、どのような

今後、運用をしていくのか。それぞれの先ほどの情報網の整備事業の中でも申しました

が、運用上どのような課題を掌握し、また、それの解決に努力していく。より良きこの

設備をより良い形で使う。このことが重要であるというふうに思っております。ただい

まご質問をいただきましたようなことも十分に踏まえながら、これからも、この運用上

の向上に努めてまいりたいというふうに考えております。また、光ケーブル、このスピ

ードにつきましては、大変課題があるわけでございますし、今回の補正予算の中でも、

その解消に資するためにお願いをいたしておるところでございます。ただ、こういった

中で、議員も質問の中でおっしゃいましたように、この光ケーブルを利用した中でのイ

ンターネット等の情報を使える。このことが、やはり社会資本の充実ということ中でも、

南丹市にとっては、大きなこの力になっているというふうに思っております。このこと

につきましても、さらに技術革新が行われておるわけでございますので、対応できるよ

うに努力をしていきたいというふうに考えております。 

次に、本町の区画整理事業につきましてのご質問をいただきました。 

現在、先ほどの答弁でも申し上げましたように、本町の区画整理事業、また、それぞ

れの道路の整備、こういったことを一体的に行っておる、まさに途上でございます。こ

ういった中で、それぞれ、まずは、完成を早期に行うことが、私ども重要であるという

ふうに思っております。こういった中のまちづくりの中におきましても、市民の皆様方

によりましてＮＰＯを結成いただく中で、今後の市街地の賑わいを高めていこうという

ことで、お取り組みをいただいておるところでございますし、こういった皆様方との連



 - 13 - 

携を強める中で、行政として行わなければならないこと、また協調して行うこと、これ

らに努力する中で、私は、賑わいを取り戻せるというふうに考えております。これも市

役所だけで努力するものではなく、やはり市民の皆さん方のお力添え、また、ご努力を

賜る中でも、ともに進めていくと、このように考えておりますので、ご理解をいただき

ますようよろしくお願いいたします。 

次に、職員定数の問題につきましてご指摘をいただきました。 

議員ご質問の中で、やはり職員一人ひとりが効率的に働く。このことが重要だという

ご指摘をいただきました。私もそのとおりだというふうに考えております。ご質問の中

でもございましたように、職員の定数、他の類似団体等に比べて多いのは、まだまだ事

実でございますけれども、こういったことを効率的に、やはり嘱託、臨時職員等抑制を

することが、やはり財政の健全化にもつながっていくわけでございます。今日までもこ

ういう取り組みを、対応する取り組みをいたしてきたわけでございますけれども、これ

からも努力をする中で、職員の皆さん方にとっても、より効率的な仕事をしていただけ

るように、組織面から、また、私どもの指導面からも努力をしていかなければならない

課題であるというふうに認識しております。 

次に、ＪＲの課題につきましてご指摘をいただきました。 

数字は、私どもも把握はいたしておりませんけれども、日吉町、また、美山町の皆さ

ん方が園部や八木まで車で通勤し、それからＪＲに乗り換えられとるという現状という

のは大変多いというのも認識しております。こういった中で、なかなかＪＲさんの見解

を聞いていますと、今回の複線化の完成後の増便についても、大変厳しい見解が示され

ております。と申しますのは、全体的に南丹市においても、全体で利用者数が減ってお

るという現状があるという認識の中で、増便の要請についてなかなか厳しい見解をお聞

かせいただいております。まだ具体的な内容につきましては、お聞きしておりませんの

で、引き続き要望をしておるところでございますけれども、こういった中で、大変厳し

い状況の中での、このダイヤ改正になってくるというふうに思いますので、これを踏ま

えながら、努力をしていかなければならないというふうに認識いたしておるところでご

ざいます。 

以上、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 松尾議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（２１２１２１２１番番番番    松尾松尾松尾松尾    武治君武治君武治君武治君）））） 私は、市長の考え方を聞いたんですが、市長の考えと

いうのはほとんど聞かれないと。本町の区画整理一つにしても、今の状態で完成したら

賑わいが戻るであろうと。こんなね、やはり市民のね、生活を長い間、区画整理で市民

の人たちにいろいろな形でご不便をかけてきておるのに、その先がね、もう少し具体的

に見えるようなね、やっぱり答弁をしてもらわなんだら、やはり市長自ら先頭になって、

この市を動かしていただいておるんですから、やはりもう少し見える回答をいただきた

いと。現状で賑わいが戻るというように、私は全然思ってないんで、なかなか無理な要
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求ではあるというふうに思いますが、やはりその市長がやられたまちづくりには、課題

があったということですよ、これは。これあんな形で人なんて賑わい、来ませんよ。今、

ほとんどマツモトとかダイコーのあります外環状線ですかね、環状線沿いに、人は皆集

まってきます。あれを戻そう思たら、どういう努力がいるのかっていうことを、やはり

もう少し部局の中で検討して、それに対する指示をやはり市長がしなければ、今のまま

で手ぐすね引いとって、人は絶対戻りません。それは、私、確信して言うときます。 

それと、ＪＲの胡麻までの路線の増発。確かにＪＲなかなか採算性の問題を言います

ので難しいとは思います。しかし、南丹市としては、バス路線にかなりの投資をしてお

ります。そういった意味合いで、南丹市が財政負担をするということの中で、多少の利

便性を高めるという方法も私はあると思います。そのことよって、やはり南丹市の一体

感が私は生まれてくると。ほんで今ね、私も昨日ずっと日吉町の胡麻地区ですけれど、

歩いて住民の人の声を聞いて１日しましたけれども、やはり合併でね、良くなったとい

うのは１つも出ません。もうみんな約束事は、破られたということです。だからね、や

はり、ＪＲに財政支援してでも本数を増やす。これはもう南丹市専用の電車やというの

をね、園部から胡麻まで走らせたらいいんですよ。そういうようなことはできますよ。

１両でいいんですよ。特に財政投資がいるわけじゃない。ＪＲが投資するんであれば、

それはいりますけれども、ある車両を走らせたらええだけですよ。そんな財政負担を今

バスに出しとることを思たら、しれたもんです。それぐらいのやはり市長には、やはり

気概がなかったら、我々あんだけ票を積んでもうて、市長になってもうたんやからね、

やはりそれぐらいの気合をやっぱり見せてほしいと思います。 

それと、やはり地域情報網の基盤整備。それは見解の相違やとか、何とかおっしゃっ

てますけれども、やはりね、もう少しね、事業着手のときに、その汎用性というものを

もう少し考えて、防災無線の無線と有線って、それね、無線はね、消防無線であるんで

すよね。だから、無線はそないようけしてもしょうがないんですよ。だから、なぜもう

少しね、このするときに事業精査をしなかったのか。今のこの時代にＩＰ電話使えない

んですよ。ＩＰ電話が使えたらね、南丹市全部、電話料金無料になるんですよ。これぐ

らいな大きい経済効果ちゅうのはないんですよ。そのことすら気がつかんと、事業を進

めたということは、やはり市長の責任は大きいと思う。やはりね、そのこと対してね、

やったことやから、もうやり直せとは言うんじゃないんですが、真摯にその内容を受け

止めて、今後の施策に活かすということも、私は、大事やというふうに思いますので、

そのことについてもお答えいただきたいと思います。 

以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） 市街地再開発の問題についてご指摘をいただきました。私自

身も先程来、申しておりますように、この事業が完成すれば賑わいが戻ると。端的にイ
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コールで結べるとは思っておりません。当然でございます。こういった中で、先程来、

ご答弁申し上げましたとおり、それぞれ市民の皆さん、また関係のお商売人さん、この

方たちが努力をしていただいております。こういった中で、こういったとこでの、いか

に市としても連携をとって、やはり南丹市の中心市街地でございますので、これを、賑

わいを戻すことが、やはり市域に広がっていくというふうに認識をいたしております。

当然こういった中での努力をしていかなければならないと思っております。 

次に、ＪＲの路線、これについて胡麻駅までの財政支援をしてまでやれるか、ご質問

のご意見としてはお伺いしておきます。ただ、この現実性の問題、様々な課題等あると

思いますので、ご意見としてお伺いするということにいたしておきます。 

次に、それぞれの情報施設につきまして、事業精査につきまして、当然、事業精査を

行ってやってきたことは、先ほどの答弁でも述べたとおりでございますし、また、この

運用上の課題、このことは技術革新の進歩、また、それぞれのサービスを行う中で生じ

ておるわけでございます。このことにつきましては、これからも十分な精査をする中で、

運用上より良きものにしていくと。このことが大事であるというふうに考えております

し、これに付随いたしますそれぞれのサービス機能、こういうようなことも、充実をど

のようにやっていくのか、このことについても、研究、努力をしていかなければなりま

せんし、積極的にこれを取り入れる中での努力も必要であるというふうに考えておりま

す。ただいまいただきましたご意見も十分踏まえながら、これからも努力をいたしてい

く所存でございます。 

以上、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、松尾議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩をいたします。再開は１１時１０分といたします。 

午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時５３５３５３５３分休憩分休憩分休憩分休憩    

…………………………………………………………………………… 

午前午前午前午前１１１１１１１１時時時時０７０７０７０７分再開分再開分再開分再開    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） それでは、休憩をとき、休憩前に引き続き会議を続けます。 

  次に、１番、仲絹枝議員の発言を許します。 

仲議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１番番番番    仲仲仲仲    絹枝君絹枝君絹枝君絹枝君）））） 改めまして、皆さんこんにちは。議席番号１番、日本共産

党・住民協働市会議員団の仲絹枝でございます。議長の許可を得ましたので、通告書に

基づき質問いたします。 

まず、保育所問題について質問します。 

保育所は、日々、保護者の委託を受けて保育に欠けるその乳児、または、幼児を保育

することを目的とした児童福祉施設であると、児童福祉法第３９条で規定しています。

また、同法２４条には、日中、保護者の労働などで保育に欠ける状態にある子どもにつ

いて、保護者から申し込みがあったときは、市町村が保育所において保育しなければな
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らないと、市町村の保育所入所と保育保障の責任が明記されています。ほかにも同法第

４５条では、厚生労働大臣が定める最低基準の設定を義務付け、併せて、最低基準向上

の努力義務も課しています。最低基準は、１９４８年に制定され、経済の進展、国民生

活の向上に併せて高められていくべきでしたが、保育士配置が若干改善された以外は、

今でも保育室面積は、６１年前のままの状態です。厚労省の委託研究でも、諸外国と比

べて面積や保育士配置とも低く、保育室が少なくとも１．２倍以上に改善が必要だと指

摘しています。保育所は、児童福祉法の理念を踏まえ、第一に国と自治体の保育実施の

責任、第二に保育所の最低基準の順守、第三に保育所運営費の公費負担の責任を柱とす

る公的システムによって成り立っており、保育の実施における国や自治体の公的責任を

果たさなければなりません。新政権発足後も厚労省が進めている直接契約の導入など、

保育制度改革の具体化が進められており、地方分権の名で保育所最低基準の廃止も検討

されています。現在、民主党新政権下で、保育に対する国の責任を後退させ、自治体や

保護者の負担増につながるような見直しを検討しているようです。子どもに犠牲を押し

付け、保育現場に大きな困難をもたらすような最低基準緩和は、許されるものではあり

ません。保育予算を増やし、将来の女性の就労の広がりを展望した保育所こそ求められ

ています。最低基準が緩和されれば保育士の数が減らされ、保育の質の低下は避けられ

ません。保護者にとっても安心して子どもを預け働くことができなくなってしまいます。

このような保育所をめぐる情勢に対する認識、市の保育所問題に対する見解を伺います。 

次に、中学校給食について伺います。 

全国的には、７５％の中学校が完全給食を実施しています。本市では、美山中学校が

合併前から実施している中で、全市を対象にした完全給食実施を検討課題にあげるべき

と考えます。私は、９月議会で中学校給食の実施に向けて質問したときに、平成１９年

３月の南丹市次世代育成支援行動計画の、就学前児童と小学校児童の保護者を対象にし

たアンケート調査の結果を紹介しました。充実してほしい市の子育て支援策についての

答えの中で、７割近い保護者が中学校給食を望んでいることを示しました。今年は、南

丹市次世代育成支援行動計画の見直しの年にあたり、６月から７月にかけて再び、次世

代育成支援に関するニーズ調査が実施され、その結果報告書を読ませていただきました。

細かい内容については触れませんが、中学校でも市に対して期待することとして、１４

の選択肢がありますが、中学校でも学校給食を実施してほしいという項目が削除されて

いました。前回のアンケート結果で最も要望が多かった項目を削除したことは、とても

残念でなりません。アンケートの実施は市民の声を聞き、今後の南丹市の施策に反映す

ることを目的としていると思いますが、前回同様、中学校給食の実施という項目を残し、

市民の意向を聞く必要があったのではないでしょうか。中学校給食の実施については、

これまで一般質問で何度も取り上げてきましたが、そのときの答弁は、弁当による昼食

が親子関係の絆を深めているとか、食育を軽視しているわけではないが、学校運営上困

難という趣旨の答弁がほとんどでした。また、ランチルーム、エレベーターの設置など
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ハード面での条件整備をするためには、財政的に困難というような答弁もありました。

２１年度の南丹市教育委員会点検評価報告書の事業内容と成果と課題の項目の欄に、学

校給食施設管理運営事業を挙げ、美山中学校以外の給食実施にあたっては、環境整備や

学校運営上の問題などの課題があるとしております。２０年度の記載も同様のものでし

たが、課題を課題のままで残しておいてよいのでしょうか。全国的には、７５％の中学

校が実施していることを受け、本市での実施に向けて、全国の中学校の給食実施状況を

調査する必要があるのではないでしょうか。中学校給食実施のための問題点、課題を伺

います。 

続いて、障害者福祉について質問します。 

一つ目に、障害のある子どもたちの進路問題です。９月議会でも質問しましたが、丹

波養護学校の卒業生の進路先として、障害者支援施設が重要になってきています。卒業

生の増加と障害の重度化に併せ、市として早めに対策を立てなければなりません。生活

介護、就労継続支援Ｂのサービスを行っている事業所など、事業の内容と施設の充実が

早急に求められています。障害があっても就労を目指し、また、生活指導や社会参加も

必要です。９月議会での質問に対し、市長は、養護学校、ハローワークなど関係機関と

連携し、福祉計画の着実な推進を図っていくと答弁されています。また、福祉部長から

は、地域自立支援協議会の中で課題を出し合い、具体的な方策を検討しているという答

弁もありました。先日、この自立支援協議会が開催され、課題と具体的な提案が一定整

理されました。その中身を「絵に描いた餅」にしないよう、課題と提案の整理作業を緊

急性のあるもの、また、中長期的なものなどに分けるなど、きめ細かく行い、具体化し

ていく必要があると思います。障害者支援施設に対する現状認識と今後の方向性を伺い

ます。 

自公政権のもとでの社会保障費の削減の中で生まれた障害者自立支援法で、障害者や

事業所は、応益負担制度、報酬の日額払い方式により、負担増や事業所運営に困難をき

たしています。政権が代わり、自立支援法の見直しがされる中で、支援費制度から、わ

ずか１０年足らずで３度目の制度変更となる可能性があります。関係者や施設現場など

に混乱が生じないか危惧します。どんな状況下でも、地域で安心して暮らしていけるよ

う、南丹市の障害者福祉を充実させていかなければなりません。私は、これまで障害者

福祉の充実を求め一般質問で取り上げてきました。本日は、議員として最後の質問とな

り、改めて市長の障害者福祉施策に対するご所見を伺っておきたいと思います。 

二つ目に、南丹市子育て発達支援センターについて質問します。 

本年４月より事業がはじまりましたが、このセンターは、一つ目に発達支援相談事業

を市の直営で。二つ目に、児童デイサービスを社会福祉協議会委託。三つ目に、日中一

時預かり事業をＮＰＯ法人に委託というように、センター内に三つの事務室を設け、事

業を行っています。このような運営の仕方に問題はないか伺います。３月の常任委員会

で、３事業が同時にスタートできないこと。日中一時預かり事業を委託する事業所選定
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に時間がかかっていることなどの報告を受けました。その後、啓蒙、啓発の活動を行っ

ていく事業所が選ばれ、１カ月遅れで日中一時預かり事業がはじまりましたが、６月の

常任委員会では、二つの事業所から事業の受託申請がある中で、日中一時預かり事業の

実績のある事業所が選ばれなかった理由や選考基準を示すよう説明を求めましたが、明

確な基準も示されず、委員会での審議は納得いくものではありませんでした。そんな矢

先、ＮＰＯ法人の副理事長が強制わいせつの疑いで逮捕されるという、あってはならな

い事件が起こり、新聞やテレビでも報道されました。緊急に常任委員会を開催し、状況

説明を受けましたが、後日の新聞報道によると、この副理事長は、強制わいせつ罪で起

訴され、ＮＰＯ法人は、副理事長を解任したようです。まず、この件に対し市の見解を

伺います。 

また、現在、行われている日中一時預かり事業に対し、個人的な事件ととらえ、現状

では委託事業を見直すことはないとも報道されています。公費を使い障害者福祉事業を

行う法人の役員が反社会的なことを行ったことを、個人的なこととしてとらえ問題はな

いとしていますが、本当に個人的なことと済ませてよいのでしょうか。市長のご所見を

伺います。 

日中一時預かり事業は、平成２２年３月までの委託契約になっていますが、今後の事

業委託に関するご所見も併せて伺います。 

最後に、市内交通網について伺います。 

７月の公共交通会議受け、試験運転の延長で、現在、八木町内を園篠線の回送バス利

用により、１日４便、バスが走っていますが、バス停から遠い住民にとっては、路線内

でのフリー乗降を取り入れるなど、改善も必要だと思います。スタート時より利用者数

は低迷していますが、住民にとって、なくてはならない移動手段となっています。現在

市内のバス交通は市営バス２０路線、民間委託バス４路線、民間バス２路線となってい

ます。また、交通弱者の移動手段に対する施策として、外出支援サービス事業、福祉タ

クシー事業がありますが、対象者や利用者は限定されています。今後、交通弱者がます

ます増える中で、新しい交通システムが求められています。いよいよ来年３月に山陰本

線複線化工事が完成しますが、どのような交通網になっていくのか、お示しいただき、

１回目の質問を終わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、仲議員のご質問にお答えいたします。まず、保育

所の問題につきましてご質問をいただきました。 

去る１１月４日に厚生労働省より全国一律の認可保育所の居室面積基準について、待

機児童が多い都市部に限定して緩和する方針が示されたところでございます。こういっ

た中で、待機児童が増えておるという現状の中で、どのように対応するのかということ

での措置がとられたというふうに、思っておるわけでございますけれども、全国一律の
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基準については、現在のところ人員配置基準、運営基準等につきましては、基準を残す

方向であるというふうに認識をいたしておるところでございます。こういった中で、私

どもも保育のニーズっていうものが多様化していますし、また高度化しております。ま

た、多角化もしております。こういった中で、やはり南丹市の保育の充実、条件の整備、

こういうことは、当然、子どもたちの育成のために重要な課題であるというふうに認識

しております。今回、国のほうで保育基準というものが、見直すというふうな方向性が

出てきたわけでございますけれども、この辺の国における動向、この辺に対応しながら

も、やはり南丹市としての保育のニーズの対応できる条件整備に努めていかなければな

らないというふうに、認識をいたしておるところでございます。 

次に、障害者の方々の福祉につきましての課題につきましてご質問がございました。 

障害者支援施設、現在、南丹市内で８カ所あるわけでございます。その中で、市が指

定管理で運営している施設が３カ所、法人による運営が４カ所、運営委員会による運営

が１カ所と、それぞれ運営いただいておるところでございますけれども、ご承知のよう

に、利用者の範囲につきましても、市内に限定されておるということではなく、利用者

の方々が施設や受けるサービスを選択して、契約していただいておるというのが現状で

ありますし、また、ご自分の希望にあった施設を利用いただく。このことを基本にして

いかなければならないと思っております。そのためには、市として指定管理者制度で運

営しております施設につきましては、市内居住者の利便が確保できるように、見通しを

持った運営をしていただく。また、ニーズに対応できる体制づくりについても、それぞ

れの方々と協議をしながら、進めていきたいというふうに思っております。障害者福祉

施設計画でも示しておりますとおり、障害者の自立、また社会参加に向けて、それぞれ

の法人の皆様方をはじめ関係機関とも連携をとりながら、サービスの拡大、向上を目指

して努力していきたいと思います。ご質問にございましたように、自立支援法の改正と

いうのも今、課題になっておるところでございますけれども、やはり私ども南丹市の障

害者福祉計画。これの具現化を図る中で、対応をしていかなければならないというふう

に思っております。 

障害者福祉につきまして、私の見解をということでございますけれども、私は先だっ

て京都太陽の園の３０周年の記念式典に出席させていただく機会がございました。３０

年の歴史の中で、重度の身体障害者施設として運営をしていただいておると。また、そ

のほかこの施設の存在に加えて、市内各地におきましても、そういった施設が皆様方の

ご努力、そして、市民の皆様方のご理解の中で運営していただいておると。こういった

中で、私は、南丹市域における福祉マインドと申しますか、そういった高まりも広がっ

てきたというふうに考えております。住民の皆さん方、お一人おひとりが幸せに暮らせ

ると。このことは、私ども市を預かる者として、果たさなければならない責任であると

いうふうに思っております。今、障害者福祉の問題につきましては、自立支援法の成立

から様々なご意見が出てきております。課題は多々あるわけでございますけれども、市
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としてもこの障害者福祉の充実、先ほども申しましたような、障害者福祉計画で示して

おりますようなこれの具現化に、さらに努力をしていかなければならないというふうに

思っております。 

次に、子育て発達支援センター、この問題につきましてご質問をいただきました。 

本年４月に開設し、８カ月が経過しようといたしております。こういった中で、１０

月末現在での各事業の利用状況でございますけれども、発達支援相談事業の相談件数が

延べ２８４人、月平均４１件、療育事業の利用は、延べ８１人、月平均１４人、日中一

時預かり事業の利用は、延べ３５人、月平均６人という利用になっております。それぞ

れ一定の成果が挙がっておるものというふうに考えております。しかしながら、各事業

の開設以来の経過、また、それぞれの状況を見る中で、より効果的な運営方法や体制に

ついて検討をし、来年度、また将来に向けて、このセンターがより良き運営方法にする

ために、協議を重ねておるところでございます。これからも利用者の皆様方、また施設

の運営に関係していただいておる皆様方をはじめ、ご関係の皆様方と十分協議しながら、

この努力を重ねていきたいと思っております。 

また、日中一時預かり事業の事業委託をしておりますＮＰＯ法人の副理事長が逮捕さ

れ起訴されたということにつきましては、私どもも大変遺憾に存じております。早速こ

の法人から事情をお聞きする中で、対応してきたわけでございますけれども、この件に

つきましては、逮捕され、起訴されたことは事実でございます。また、こういった中で、

ＮＰＯ法人におきまして社会を騒がせ、職務も果たせなくなったということで解任をさ

れたということも承知いたしております。こういった中で、この状況につきましては、

法人のほうから利用者の皆様方にも適時、説明をいたしており、ご理解をいただいてお

るというふうに認識しております。こういった中で、私ども市といたしましても、現段

階において法人事業とは、関係が見られず、個人的な事象というふうに、今、認識して

おります。このような中で、センターの事業に支障が生じておる状況ではございません。

また、利用者のサービス提供にも、影響は見られないという状況でございますので、事

業を継続していくことが重要であるというふうに考えております。このことが現時点で

の私どもの判断でございます。このことにつきまして、今後はどうなのかということで

ございますけれども、運営のあり方につきまして、協議を重ねておるところでございま

す。これについても、当然こういった中で、今後の日中一時預かり事業、この部分につ

きましても含まれるわけでございますので、協議をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

次に、市内交通網の課題につきましてご質問をいただきました。 

先ほどの答弁でも述べさせていただいたように、交通弱者と言われる皆様方の対応、

この点は、重要な課題であるというふうに考えており、調査をいたしておるところでご

ざいます。こういった中で、バスのダイヤや路線の検討、また、バス事業者、先ほどご

質問の中にありましたように、福祉有償事業を行っておる皆様方、そういうような皆様
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方との事業の連携を図る中で、効率的なバス、また、それぞれの公共輸送、こういうよ

うなことについても早急に努力をしていく。このような思いでおるところでございます。 

以上、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 続いて、答弁を求めます。 

  牧野教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（（（（牧野牧野牧野牧野    修君修君修君修君）））） 仲議員のご質問にお答えをしたいと思います。 

まず、最初に学校給食を考える場合において、学校とはというようなとらまえ方をし

ておく必要があるのではないかと。即ち学校とは、人格の形成を目指して社会の変化に

主体的に対応できる、確かな学力をはじめとした資質能力を培い、生きる力を育成する

ところであります。学校はこのことを達成することが第一であり、また子ども、児童生

徒を中心に考えることが第一義的でありますし、また、このことが教育に対するニーズ

に応えることでもあると思っております。こういうことを前提にしまして、学校給食の

実施につきまして、中学校校長と実施校であります美山中学校において、準備から後片

付けまでの実情の把握をしながら、協議も進めてきたところでございます。そういう状

況の中で、導入実施したときの影響も踏まえて、学校の総合的な力として、高まるかと

いうところで検討をしてきたところでございます。生きる力の育成や、あるいは中学校

においては、義務教育の総和として、進路指導を充実させて進路実現を目指すために、

学習や教育活動を保障するという観点から、学校に秩序があって、いじめや暴力行為等

もなく、落ち着いた環境が必要であります。それぞれ各中学校は、やはり過去に生徒指

導上の厳しい状況を経験してきているところでありまして、また、思春期の生徒に見ら

れる情緒的な不安定さにも対応して、落ち着いた学校秩序を構築しなければならないと

思っております。そこで、生徒指導の充実をしながら、そしてまた、一方で落ちついた

学校を、創出をするという努力をしながら、このことを並行して考えてきたのが実際の

ところでございます。そういうような状況の中で、学校給食においても教育活動の一環

でありますから、その条件の基盤として、やはりこの学校秩序というような状況は、当

然、必要なことであります。最近の生徒の実態というのは大変多様化してきており、

様々な課題を有しているという状況にあります。そのため、休み時間も含めて、個別指

導、あるいは個別的な相談、あるいは生徒の自主活動等の実施をしているところであり、

この昼の休憩時間は、大変有効な時間帯として活用しながら、今の現状、一定落ち着い

た状況を生み出してきているというのが実際のとこでございます。そういうような裏に

は、日常的に未然防止に向けた懸命な努力が、それぞれ学校、あるいは教職員の皆さん

方にある点ということもご理解を賜りたいと存じます。にもかかわらず、やはりこの生

徒指導体制が崩れるということについて、やはり生徒指導上の問題を抱えている学校と

しては、懸念を抱いているというような状況が偽らないところでございます。 

次に、教育課程編成、教育プログラムにかかわっての課題でありますが、中学校につ

きましては学校運営、とりわけ時間的な運用は、いっぱいの状況にあるのが現状です。
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その中で新しく、やはり次元の高い、質の高い学力の育成に励んでいるところでありま

すが、現状では、何かを取り入れれば何かを縮小、または、廃止しなければならないの

が実態でございます。実施校の実態で、ランチルームが設置されていて、すぐに準備に

かかれる状況であり、また学級の生徒数の規模が２０名台というような状況であっても、

準備から後始末まで１時間程度を要し、休憩時間はほとんどないというのが実態であり

ます。給食を導入することで、いままで培ってきた学校文化ともいえる学校システムや

教育課程は、かなり変更していく必要があります。端的に、一つの大きい例等を出しま

したら、部活動の大幅な時間削減がそれに当たると思います。部活動で自らの特性を活

かしてきた生徒の取り組みや、特色ある学校づくりに寄与し、学校の活性化に大きな役

割を果たし、学校の秩序を構築する上でも、大きい意義を見出してきたところでありま

す。部活動が定着している現状では、大幅な時間短縮は、生徒が負担を持つことが考え

られ、厳しいことも予想されるところであります。その辺が学校現場で積極的にならな

いところでありまして、新学習指導要領の移行期並びに実施時期に、この次元の高い、

質の高い学力の育成を図らなければならんときに、混乱や秩序を崩壊することは、避け

なければならない。そういう意味合いでは実施について、慎重を期する必要があると考

えております。そういう意味合いでは学校給食を、とりわけ完全実施が望ましいとして

議論があったところでございますが、食育の重要性を十分認識しながら、この問題、さ

らに引き続き検討してまいりたいと、このように思いますので、ご理解賜りますようよ

ろしくお願いいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

仲議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１番番番番    仲仲仲仲    絹枝君絹枝君絹枝君絹枝君）））） ２回目の質問をさせていただきます。 

まず、保育所問題でございますが、先ほど市長は、国の動向に一定対応するといった

ようなことをおっしゃっておりましたが、国の基準を今、引き下げる動きがある中で、

この南丹市の保育所が、その低いほうに合わせた形での保育所運営なり、今後の保育が

あってはならないと思います。この南丹市、真に子育てしやすいまちづくりを目指すと

いう中で、保育所は、これからも重要な位置づけであったり、また本当にそのニーズが

高まっていくと思いますが、くれぐれも国の動向に合わせて、水準を下げることがない

よう要望しておきます。 

次に、学校給食でございますが、私は気がつけば、毎回のようにこの給食問題やって

きた、その大きな理由に、全国的に７５％の中学校が完全給食を実施している中で、ま

た、ここでは美山中学校が実施している中で、ほかの３町の実施が困難である状況。教

育長からいろいろご答弁もありましたが、そういった中でも、実は、この南丹市の子ど

もたちがどういう状況に置かれているのか、その辺も、きちんと教育現場でつかむ必要

があるのではないかと思います。仮に、父子家庭であったり、また、ご高齢者がお孫さ

んの面倒をみる。そういった中で、お弁当が作れないような状況にある子どもさんがい
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ないかとか。また、これは具体的にお聞きした中身ですが、例えば、週の半分、クラブ

の朝練習のために、朝からお弁当が間に合わないという中で、子どもにお金を持たせて、

コンビニでおにぎりなどを買って学校に入る。週３回はそういったコンビニの食べ物に

頼っている現状とかあるようにお聞きしています。夏場のお弁当に関しては、教室が熱

くなる中で、こういった食べ物が傷む、こういう問題も起きていくのではないかと思っ

ています。こういった親御さんの努力、保冷剤などをつけて、親御さん努力されている

ようでございますが、こういったときに、ほかの全国の中学校が実施していることを何

で南丹市ができないのか。少なくとも全国の状況などを調査されてもいいのではないか

と思いますが、その辺に対してのご答弁を求めておきたいと思います。全国の調査を、

ぜひ実施してください。 

次に、障害者福祉関係ですが、障害者が学校を卒業して、丹波養護学校を卒業して、

本当にこれから一体どこで、この子どもたちを生活させたり、就労であったり、社会参

加させるのかといった中で、先ほど数字も述べていただきました支援施設の役割は、大

切かと思いますが、直面している課題をしっかりとこうとらえていただいた上で、福祉

計画の具現化に努めるというだけでは、あまりにも先が見えず、不安でなりません。そ

の辺では先ほど申し上げました自立支援協議会が、かなり重要な役割を示していくかと

は思いますが、中長期的な見通しを常に持っていただいて、２２年度に即対応しなけれ

ばならない課題もあるかと思いますので、先ほど提案させていただきました協議会での

ご意見を、時間を追って整理され、対応していただきたいと思っています。 

そして、発達支援センターの問題ですが、新聞報道同様に個人的な問題であり、この

事業に支障もない中で、委託先に問題はないというようなご答弁でしたけれども、本当

にそれでいいのか、私は疑問でなりません。個人的な問題として片付けるようですが、

公費を使っているこういった事業所、私は、この事業所に決める基準がどうなっている

かを再々委員会でも質問してまいりましたが、明確な答弁はございませんでした。そう

いった中で、現在の事業所は１年契約になっておりますが、来年度以降、事業委託をす

る場合に、きちんとした日中一時事業に対する、事業所委託に対する基準を持っていた

だきたいと思います。例えば、自分の子が、自分の子を対象にして事業をしていること。

自己車両を保有しないまま事業所として事業を展開していること。緊急事態が起きたと

きは、どう対応されますか。こういったことは常識とは、少しかけ離れているのではな

いでしょうか。再々申し上げますが、今回、二つの事業所が受託申請をした中で、一事

業所は受託できませんでした。その受託できなかった理由が明確になっていないという

ことも、お聞きしています。こういった市の障害者福祉に対する、少し偏ったとは言え

ないかもしれませんが、少し疑義がありますので、今後の事業展開をするにあたっては、

常に公正な立場で事業所選択をしていただきたいと思います。 

最後に、公共交通の問題ですが、先ほど同僚議員の中で、現在、住民の声を聞くため

に１００件の聞き取りを行っているというようなことも、ご答弁の中にありましたが、
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私は、早急に新しい交通システムを構築するにあたり、見本となるような長野県の木曽

町をご紹介したいと思います。時間の関係で詳しくは、述べられませんが、基幹バス、

循環バス、予約制乗合タクシーの組み合わせなどによって、非常に住民に喜ばれている

ということです。これは、常に住民のご要望を、地域懇談会などをきめ細かく開き、そ

の住民の声をこのバスダイヤに要望を採り入れたり、また、住民側にとっては、このバ

スを守らなければならないという意識のもとで、バス交通が公共交通として展開されて

いるようでございますが、私は、こういった姿勢が、最も今、南丹市に求められている

のではないかと思います。先ほど申し上げた２、３、再答弁をお願いします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） まず、ご質問の中で、保育所問題につきまして、国の動向に

対応していく。当然、その設置基準があるわけでございますけれども、先ほどの答弁で

も申しましたように、保育ニーズの多角化、多様化が課題となっておるわけでございま

すので、より良き保育をしていかなければならないというふうに思っております。ただ

し、こういった中で保育事業に対しまして、地方分権論議の中で、様々な今後の方向性

がどのようになっていくのか。これは大変不明確でございます。この動向に対応しなけ

ればならないというのも事実でございますし、ここの中での保育ニーズ、十分これを高

めていく努力もしていきたいというふうに考えておるところでございます。 

次に、障害者福祉の部分で、当然、先ほどの答弁で申しましたように、基本的には障

害者福祉計画の具現化、このことが基本でございます。ただいま、そういった中で個々

の課題、いわゆる近い時期、緊急な課題、これらも生じてくる恐れがあるわけでござい

ますし、また、この辺の部分につきましては、十分な対応をそれぞれの皆様方と協力し

ながら対応していくのが、私どもの責務であるというふうに考えておるところでござい

ます。 

また、子育て発達支援センターの問題につきましては、先ほどのご質問の答弁の中で

も述べましたように、今日までの経過を踏まえながら、より効果的な運営方法、体制に

ついて検討をいたしておるところでございます。ただいま賜りましたご意見も踏まえま

して、これから、より良き方法について協議を重ねていきたいというふうに、考えてお

るところでございます。 

次に、市内のバス交通の問題につきまして、ご質問の中で先進事例、大変、各地でお

取り組みをしていただいております。私どもも、取り組みをしておる実情も把握しなが

ら、南丹市にとってより良き対応、これはバス交通網のみにかかわりませず、有償任意

交通、これに対応できない部分を、また、どのようにしていくのかということを、より

効果的でこの交通網を確立するために、今、努力をいたしておるところでございます。

先ほどの答弁でも申しましたように、さらにこの連携を図る中で、このシステムづくり

早急に整えていかなければならないと思っております。ただ、こういった中で、新たな
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るバス路線も試行的ではございますが、実施をしたところもございます。また、既存の

路線について、何とか守っていきたいというような形で進めておるわけでございますけ

れども、やはり住民の皆様方にとりましても、この路線を守っていただく。即ち、やは

り乗っていただく、利用促進を図っていただく、こういったことにつきましても、ご理

解やご協力を賜りたいと思っておるところでございます。いずれにいたしましても、ま

さに高齢化の進展の中で、交通弱者と言われる皆さん方の割合が、大変高まってまいっ

ておりますし、今後も増加されます。こういった課題に対しても、対応することは、市

としても大きな課題であるというふうに認識しておりますので、今後とものご理解や、

また、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 牧野教育長。 

  教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（（（（牧野牧野牧野牧野    修君修君修君修君）））） ご質問にお答えをしたいと思います。 

全国的な傾向というような状況ですが、昭和５０年度の統計を見ましたら、６９％実

施をしているというような状況であります。それ以後、３０猶予年過ぎるわけでござい

ます。その間、５％ないし６％伸びてるわけでございますが、ある意味、その学校給食

ということの当初の目的である、食を満たすというような状況ということについては、

大幅に急激にその５０年代あたりで達成をしてきているような状況があるというような

状況にあろうかと思いますし、また、それぞれ全国的な実施の都道府県別に見ましたと

ころ、やはり大幅にその実施の率に格差がと言いましょうか、数値の違いがあるという

のも事実でございます。やはりこの学校給食、とりわけ完全実施というような状況で議

論を進めていくときに、やはり学校現場の意見も尊重をしながら、即ち、本来的な先に

も言いましたように、目標が崩れるというふうな状況があってはならないというような

状況ですので、やはりそういうものも勘案をして進めると。確かに個々の状況というよ

うな状況から見て、貴重なご意見も賜ってまいりましたけれども、全体的な実施という

ことは、当初から否定的な状況でなくて、状況を、やはり生み出していきながらという

ような状況で、この問題については進めてまいりたいと、このように思いますので、ご

理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 仲議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１番番番番    仲仲仲仲    絹枝君絹枝君絹枝君絹枝君）））） 時間がありませんが、今の中学校給食に関してですが、私

は、先ほど申し上げたのは、現在、７５％の学校が実施している中で、困難な中でかな

り実施されていると思いますので、その辺を具体的に実施している学校、実施できてい

る学校の実態調査などもしてはいかがですか、と質問させていただきました。再度ご答

弁を求めておきます。 

そして、ＮＰＯ法人発達支援センターの問題でございますが、来年度、迫っておりま

す事業委託に対して、どういった事業所を選ぼうとされているのか、その選考基準を明

らかにされているのか、ないのか、その点だけを再度伺いまして、私の質問を終わりま
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す。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

  市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） 先ほどの答弁の中でも申しましたように、現在、各事業の今

日までの経過、状況、これを検討、見る中で検討を、運営方法、また体制について検討

をいたしておるところでございます。当然、そういった部分につきまして、この検討を

加える中で来年度に向かっての方向性を決めていかなければならないというふうに、認

識をいたしております。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 教育長。 

○○○○教育長教育長教育長教育長（（（（牧野牧野牧野牧野    修君修君修君修君）））） 実施校の実態というような状況でございます。南丹市内につき

ましては、先ほどから掲げていただいております美山町が、ひとつのモデル的な実施の

仕方かなと、このように思ってますので、そこのところもつぶさに見させていただきな

がらというような状況ですが、今、ご指摘のあった、違う環境、あるいは規模の違う、

置かれたところの実態の違いというような状況につきましても、ご意見を尊重させてい

ただきながら、実情把握を幅広く実施をするという状況にはしていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、仲議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩をいたします。再開は午後１時といたします。 

午前午前午前午前１１１１１１１１時時時時５５５５５５５５分休憩分休憩分休憩分休憩    

…………………………………………………………………………… 

午後午後午後午後１１１１時時時時００００００００分再開分再開分再開分再開    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） それでは、休憩をとき、休憩前に引き続き会議を続けます。 

  次に、７番、橋本尊文議員の発言を許します。 

橋本議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（７７７７番番番番    橋本橋本橋本橋本    尊文尊文尊文尊文君君君君）））） 皆さんこんにちは。議席番号７番の橋本尊文でございま

す。議長の許可を得ましたので、通告にしたがいまして、質問をさせていただきます。 

最初に、私の所信といったものを少し述べさせていただきたいと思います。私の好き

な言葉に、政治を為す者の要諦は道徳である。道徳で政治をすれば北極星は動かないで

も周りの星はしたがうのと同じであるという中国のことわざがあります。政治に携わる

者は自らの信念を持ち、初志を貫徹し、正義を重んじることの大切さを表現をしたもの

であると、私は理解をいたしております。そして、これを実践することが住民の方々の

理解と信頼、また協力に結びつくものと信じています。私は議会にはじめて参画をさせ

ていただいた者として、この言葉を基本理念として、常に市民の皆様の視点に立ち、住

民の思いを議会に伝え、行政に反映をすべく、また、地域社会の活力ある発展、住民全

体の福祉の向上、そして、南丹市の将来を展望した思考を行動指針として、活動を開始

をいたしました。月日が過ぎるのは早いものでございまして、私が市会議員としての任
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を受けましてから、既に４年近くが経過しようとしています。自らの行動を振り返ると、

多くの方々のご支援ご指導に支えられ、目標実現に向けて努力を重ねてきた中で、様々

な新たなる経験を積むことができ、同時に多角的視野に立つ考え方、そして、柔軟な対

応の必要性、住民目線での行動力など、多岐にわたることを学び、人間的、精神的財産

を得ることができました。この財産を今後の人生の糧として、次なるステップに邁進を

していきたいと思っています。佐々木市長におかれましても、私とは、全く立場は異な

るわけでありますけれども、はじめて市長として市政運営に携われてこられまして、３

年半以上が経過をいたした中で、まずは、根底に流れている政治に対する思い、所信に

ついて伺いたいと思います。 

そして、佐々木市政は平成１８年に誕生をし、誇りと絆を心情として、自然・伝統・

文化の調和のとれたまちづくり、産業の振興、地域経済の発展、また、開かれた市政、

情報網の整備、そして、福祉と子育て支援、教育環境の整備、最後に人権尊重のまちづ

くり、これらのことを掲げ、南丹市としての新しい歴史と未来の創造に向けて、スター

トをいたしました。しかしながら、とりまく社会、経済環境はことのほか厳しく、地方

交付税の削減、あるいは地域経済の低迷、また世界同時不況による国際経済の激変など

の甚大なる影響を受け、財政基盤の脆弱さが露呈をし、行政運営は、順風満帆とはいき

ませんでした。しかしながら、このような状況下にあっても、現状を打破すべく、積極

的対策といったものを講じてこられたのも事実であります。南丹市行政改革大綱を策定

をし、行財政運営の改革と市政運営の改革を明示し、南丹市組織条例を定め、組織の再

編と強化が実施をされました。その上に立って南丹市総合振興計画が策定をされ、南丹

市の目指すべき将来像が設定をされました。財政基盤の強化、健全化を図り、住民協働

の中で総合振興計画の具現化を大命題として事業遂行をされておられますことは、十分

な理解と評価のできるものであります。また、平成２１年度に市長直属機関として総合

政策室が創設をされ、新たな角度から行政施策を展開されたことは、特筆すべきである

と思われます。国政においても政権交代が実現をし、コンクリートから人へと政策の方

向性が転換をされ、機構も国家戦略局、行政刷新会議と新たな組織が発足をし、大いな

る脚光といったものを浴びてきていますが、南丹市は、国に一歩先んじて施策を打って

きたと感じるところであり、今後は、より具体的な成果を期待をするものであります。

このように初年度当初、市長が掲げた政策目標は各項目ごとでは、着実に成果が出てき

ていますが、総合的観点から考察をすると、行政基盤の強化、健全化は、まさに緒に就

いたばかりでありまして、今後も様々な検証と積極的対応が必要とされます。他方、財

政状況の悪化も一層厳しいものがあり、今こそ、市長の強いリーダーシップが求められ

るところであります。今日までの市政運営の評価をどのように位置づけられておられる

のか。また、現在の活動の方向性についてはどのように考えておられるのか。そして、

今後におきましても強い意志をもって、市政運営を継続していただける用意があるのか、

市長の見解とご決意を伺いたいと思います。 
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次に、農業用道路の整備について伺います。 

この事業は、独立行政法人森林総合研究所が事業主体となり、農業用道路の整備を総

合的に実施し、農業、物流コストの合理化を図ることを目的として事業展開がされてい

ます。南丹市でも農業振興は重要な施策との位置づけのもとで、農道整備にも精力的に

努め、現在園部日吉線、園部八木線の二つの農道新設工事が進捗中であります。平成２

１年４月に基幹交通対策特別委員会として、この農道に対する視察を行いました。目的

は、この農道が広大な面積を有する南丹市では、地域住民の利便性、一体感の醸成のた

めの基幹交通網としての役割を果たす有効な道路と認識をし、検証をすることでありま

した。園部日吉線では、胡麻から新堂まで全線貫通しており、２車線の快適走行のでき

る道路でありました。地域間の大幅な時間短縮が可能になること。また、地域相互間の

連携強化、交流に有益な道路であることを確認をいたしました。あとは、安全施設など

付帯工事のみで、平成２１年度中に完成すると説明を受けましたが、地域住民は、１日

も早い供用開始の要望も出てきております。年度内の完成はできるのか。時期は、また、

決定をしているのか。そして、冬場になりますと雪害対策は、また、除雪対策といった

ものが当然、必要とされる道路と予測されるわけでありますが、その対策はどうなって

いるのか。また、市道と同じ対応になるのかについて伺いたいと思います。 

また、園部八木線におきましては、神吉方面との連結ができれば、地域にとって幹線

道路として住民に有効利用されることが予想をされます。現在の工事進捗率は６６％で、

平成２２年度完成の予定とされています。予定通りの完成といったものを、期待をさし

ていただきますが、気になる記事が新聞紙上で見かけました。国政の行政刷新会議、仕

分け作業の中で、農水省の農道整備事業は歴史的使命を終えたと廃止決定がされたこと

であります。この仕分け作業の段階とは言いましても、やはり廃止決定の影響は、大き

いものがあろうかと思います。この道路に対しても、何らかのかかわりが、今後、発生

をしてくるのか。また、期間内の完成が可能であるかどうかについて、伺いたいと思い

ます。 

３番目に、公共交通網の整備についてであります。私は９月定例議会におきましても

この問題を取り上げ、地域振興、住民の社会参加、高齢者対策、福祉問題などの総合的

視点から、南丹市の喫緊の課題として問題提起をし、質問をいたしました。今回は、地

域的課題、高齢者問題として再度、質問をさしていただきたいと思います。 

南丹市園部町小山東町に向河原団地があります。この団地は府営、市営の４棟があり、

平成１８年度当初は、１４３世帯居住する大団地であり、高齢化率も３４％と高く、そ

の上、独居老人も多いことから、交通の便の悪さは、住民の悩みの種でありました。こ

れは現在も同様であります。そこで私は１８年度６月の定例議会、つまり私が議員とし

て議会に参画をし、はじめての一般質問の壇上で高齢者の健康と福祉、生活の利便性の

確保の観点から、向河原団地のぐるりんバス停留所の設置について、質問をいたしまし

た。市長答弁は、南丹市全域におけるバス対策総合計画を策定をし、効率的バス路線、
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乗り易い路線バスダイヤの構築に検討を急ぐとのことでありました。１年後の平成１９

年６月議会でも、再度、同じ質問をいたしましたが、地域公共交通会議で検討するとの

答弁でありました。今日、私は、議員としての任も終わろうといたしておりまして、活

動の整理の段階に入ってきています。この問題に対しまして、今一度、今日までの行政

においてどのように検討をされてきたのか、その経緯と現在の状況、また、今後の可能

性について伺いたいと思います。 

以上で、私の壇上での質問を終わらせていただきたいと思います。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、橋本議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

今、ご質問の中で、議会議員としての政治のあり方につきまして、大変貴重なご見解

をお聞きしたというふうに思っております。私自身、政治という分野に長年携わってき

た者でございますけれども、私の基本的な政治に対する考え方、これは、やはり国民、

住民の皆様方の負託に応える。この部分において、やはりそれぞれの立場で、この政治

というものを果たすべき役割り、また、果たさなければならない役割り、このことを十

分認識する中で、それぞれの立場において、その住民の皆様方の負託に応えていく。こ

のことに努力をしていく。このことが政治に携わる者の責務であるというふうに、認識

をいたしておるところでございます。こういった中で、私自身もご質問の中にもござい

ましたが、３年７カ月が経過しようといたしておるところでございます。この中で、た

だいまご質問の中でも、様々な課題、そして、景気の状況や、また、国と地方との関係、

縷々お述べいただいたとおりでございます。私どもも毎議会、この議場内におきまして

も論議をさしていただく中で、合併して良かったと、南丹市が思える、こういったまち

づくりをしていくこと。このことが重要であると認識をいたしております。こういった

中で、今日まで３年７カ月間、合併当初の様々な課題の中で、旧町から受け継いだ継続

事業を早期に完了していく。また、市としての一体感が持てる。こういったまちづくり

を進めていくことを基本に、取り組んできたところでございます。先ほどご質問の中で

もございましたが、それには、やはり住民目線と言いますか、住民の皆様方のニーズに

どう応えていくのか。このことが市長として、大きな責任があると思っております。こ

ういった中で、まずは、行政基盤の整備、強化、それと住民の皆様方とともに進めるま

ちづくり、こういった観点に立って、総合振興計画の着実な進展、このことに努力する。

このことを基本に、今日までの市政運営に取り組んできたところでございます。この今

日までの評価という部分では、私自身どのように申し上げたらいいのか分かりませんが、

市民の皆様方がどのように評価されているのか、こういうことを踏まえながら残された

期間、全力を尽くして、今年度の事業推進に取り組んでいきたいと、このように考えて

おりますし、また、このことの基本となります、やはり市役所内部での市民ニーズに対

応できる体制のさらなる強化に、引き続き努力をしていかなければならないと、このよ
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うに考えておるところでございます。大変、政権交代の中で、先が見通せないような現

状にあるわけでございますけれども、また、これから年末にかけまして来年度予算の編

成、予算の確定がなされるわけでございますし、また、それぞれの税制につきましても

見直しがどのようになってくるのか。徐々に明らかになってまいるものと思っておりま

すけれども、こういった中で、やはり市としての課題、そして、これを解決するための

努力、引き続き行う中で、これからのまちづくりに反映できるような仕組みづくりを早

急に打ち立てていかなければならないと、このように考えておるところでございます。

基本的な姿勢といたしましては、私自身ただいま申し上げましたような気持ちの中で、

努力を続けてまいる所存でございますので、今後とものご理解や、また、ご指導賜りま

すことをお願いを申し上げます。 

次に、農業用道路の整備につきましてのご質問をいただきました。 

ご質問の中でございました、今、２路線、一つは、園部日吉線の１工区、第２工区、

このことにつきましては、２０年度末、今年の３月現在で進捗率は９７％、また、園部

八木線の第１工区につきましては、６７％の進捗率であるとお伺いしております。こう

いった中で両事業とも、平成２２年度の事業完成に向けて森林総合研究所、それぞれ京

都府や関係機関をあげて推進に努力をいたしておるところでございまして、地元におき

ましても、地元の工事対策委員会など、市民の皆様方のご理解やご協力を受ける中で事

業を推進していただいております。ご質問にございましたような、今、政府におきまし

て農道整備の見直しというようなことが申されておりますけれども、本事業につきまし

ては、この影響はないというふうにお聞きしております。計画通りの事業完成に向けて

努力をしていかなければならないというふうに思っておるところでございますので、何

とぞ、ご理解を賜りたいと存ずる次第でありますし、また、これから完成いたしました

ら森林総合研究所から南丹市が譲り受けるということになりますので、市といたしまし

ても、移管後どのような形で維持管理をしていくのか、これからも十分な協議をしてい

かなければならないというふうに思っておりますし、この課題につきましても、できる

だけ財政負担が伴わないように努力をしていかなければならないと、このように考えて

おるところでございます。 

次に、地域公共交通網につきましてのご質問をいただきました。 

議員もご質問の中でもおっしゃっていただいたように、向河原団地、大変多くの世帯

がお住まいいただいております。また、この現在の路線におきますバス停留所につきま

しては、木崎町、または、園部駅が最寄りのバス停となっておるのも事実でございます

し、ご質問を何度も頂戴しておる中で、この皆様方のご意見というのを十分に反映でき

てないというふうな、私自身も反省をしておりますけれども、今、先ほどの答弁でも申

し上げましたように、高齢者の皆さん方を中心に調査もしておりますけれども、向河原

団地における住民の皆さん方のお考え方も、お聞きをしなければならないと思っており

ます。来年春に向けまして、これから新たなる公共交通というのをどのように構築して
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いくのかという、この辺を考える中で、多くの住民がお住みでございます向河原団地に

つきましては、路線というものも検討する中で、どのように考えていかなければならな

いのか、十分な協議をしていきたいというふうに考えておりますので、ご理解を賜りま

すようお願いを申し上げまして、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 橋本議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（７７７７番番番番    橋本橋本橋本橋本    尊文君尊文君尊文君尊文君）））） それでは２回目の質問をさせていただきたいと思います。

市長より政治に対する存念といったものを、拝聴をさせていただきました。３年７カ月

にわたる政務に対しましては、まずもって敬意を表させていただきたいと思います。 

さて、市町村合併というのは、国策として全国自治体において進められてきておるわ

けでございますが、この合併ということ関しましては、やはりスケールメリットを生か

した合併効果以上に、規模の拡大とか、あるいは組織の肥大化等と、それに、また様々

な要因といったものが重なりまして、各自治体におきましても、財政難に迫っていると

いうのもこれも事実でございます。南丹市におきましても、これは特別というわけでは

なくて、より財政難は深刻になってきているところでございまして、地域におきまして

も、あるいは住民にとっても、痛みを伴う事業の遂行といったものも、余儀なくされて

おりまして、住民の方々の不満とか、あるいは疑問といったものが鬱積をしているのも

事実であります。その上に、南丹市、対応性のある地域特性をもった旧４町が合併をさ

れたということでございまして、それぞれのやはり地域の考え方、価値観といったもの

も相違があるようでありまして、市全体のやはり一体感とか、連帯感の構築といったも

のは、やはりいまだに少し難しい一面があるのも事実でございます。そういった中にお

きましては、やはり市政運営におきまして、住民とか、あるいはその方々の理解と協力

を得ていくということに関しましては、やはり市長の強いリーダーシップといったもの

が求められるところでもなかろうかというふうに思います。やはり行政におきまして、

事業の取捨選択をしっかりと行う中、確かな方向性といったものを明示をし、やはり市

長自らが先頭に立って、俺についてこいとぐらいの覇気を持って対応をしていただけれ

ば、住民の信頼、安心といったものも、より一層高まってこようかというふうに思いま

す。今日まで市長の行政手腕、十分に理解はさしていただいておりますけれども、より

一層の指導力といったものを、期待をさしていただきまして、この点に関しての市長の

考えがあれば、伺いたいかというふうに思っております。 

それからもう１点、南丹市１期４年という非常に激動期を市政運営携わってこられた

わけでございます。感謝をいたしておりますし、こういった経験といったものをもとに

いたしまして、次の行政市政運営を継続していっていただくかということに対しても、

先ほど質問をさしていただいたわけでございますけれども、的確な答弁がなかったよう

でございますので、今一度、次回の選挙に対しまして、どのような対応をとるのかを聞

かせていただいたら嬉しいかというふうに思っておりますので、よろしくお願いをいた

します。 
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それから農業用道路の整備につきましては、これは園部日吉線につきましても、ほぼ

完成予定と、期日内の完成の予定であるというふうに説明を受けました。大変嬉しく思

っておるところでございまして、この道路は、農業用道路としては、利用されることは

当然でありますけれども、やはり地域の連携に、また、そして、大いに今後とも活用で

きるものというふうに期待をさしていただきますので、よろしくお願いをいたします。

また、園部八木線におきましては、これは生活道路として非常に重要になってくる道路

であろうかと思います。私、過日この隣接する現在、既存の神吉へ通じる道路を通行さ

していただきましたが、非常に狭隘性が高く、また通行する上におきましても、離合す

る場がないような箇所も何カ所かあるということでございまして、非常に危険性の高い

道路であるということを、確認をさしていただきました。そのときに同乗をさしていた

だきました住民の方々からも、この農道に対しまして、やはり早期の完成といったもの

を熱望されているということを聞かせていただきまして、私自身も納得をさしていただ

きました。期日通りの完成といったものを、ぜひ積極的に対応をしていっていただきた

いというふうに思います。また、２、３週前の新聞紙上でも、国の公共事業の削減とい

うことで、京都縦貫道の完成が遅れる見通しという記事もございまして、これは全く無

関係ではありますけれども、やはりときの流れとして、こういった問題も波及してくる

危惧をいたしておるところでございます。しっかりした要望活動を、お願いをいたした

いと思います。 

それから、ぐるりんバスの停車場の問題につきましては、これは今後とも、南丹市よ

り一層高齢化の進行といったものは著しいものがあろうかというふうに思います。この

団地内におきましての高齢化率も、より一層促進をしてくるものというふうに思われま

すので、やはり高齢者の福祉の関係から、あるいは生活圏の拡大という点からも、留意

をしていただきたいと思います。 

それから１点、これは行政の姿勢というものにつきまして伺っておきたいというふう

に思っております。 

公共交通のそのバス路線の変更といったものは、なかなか手順がありまして、一朝一

夕では、解決しないとは十分理解をさしていただいておるところでございますけれども、

やはりその経過説明といったものが全くないといったものも、少し問題ではなかろうか

というふうに思うところでございます。現在、南丹市におきましても、総合政策室が創

設をされまして、先般におきましても、議会答弁といったものにつきましては調査をし、

精査をし、行政の反映をしていくという説明を受けたわけでございます。開かれた市政

ということを、南丹市で１つの大きな施策を中心とされておられますだけに、こういっ

た行政の説明責任というのは、大変重たいものがあろうかというふうに思っております

ので、この辺の説明と今後の対応についても伺っておきたいと思います。 

以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 
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市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、ご質問にお答えをいたします。順序が異なります

けれども、農業用道路につきましてのご質問からお答えをさしていただきます。 

計画通りの完成、開通に向けて、これからも全力を尽くしてまいる所存でございます

し、それぞれ森林総合研究所さん、また京都府に対しましても、このことにつきまして

は、引き続きお願いをしていかなければならないと思っております。今、新聞紙上で出

ておりました京都縦貫道の開通が遅れると。この記事は決して私どもも軽視しておるわ

けではございません。今、国のほうで来年度の予算編成作業が進められておりますが、

こういった中で事業費、大変大きな削減が言われております。このことが私ども南丹市

にどのように振りかかってくるのか。この辺は、十分考えていかなければなりませんし、

来年度以降、どのようなこの道路等に関する予算というのが、考え方になっていくのか。

また、先ほどありました農道の関係につきまして、地方との国との役割分担、こういう

なことも言われておるようでございます。こういうような中で、市として、今、持って

おります計画、そのとおりに進んでいけるのか、こういうようなことを十分見定めてい

かなければならない。そういうふうな緊迫感を持って、今、考えておるところでござい

ます。その点につきましてはこれからも、先ほど、この農業用道路につきましても移管

後の維持管理というのは、当然、伴うわけでございますので、こういうことも視野に入

れながら努力をしていかなければならないと思っております。 

また、公共交通網につきましての経過説明が足りないということでございました。今

のご意見を十分真摯に踏まえながら、これからも分かりやすい、また、皆様方にご理解

いただけるような情報公開も含めて、努力をしていかなければならないというふうに感

じておるところでございます。 

それと一番最初の件つきまして、今日までの私どもの行政の推進、こういった中では、

私は、先ほどのご質問の中でもいただいておりましたが、事業の評価、様々な形の中で

市民の皆様方の目線、この分を十分意識しながら説明ができるような対応、このことが

重要であるという。今日までのそれぞれの行政の中で、やはり市民の皆様方にご理解を

いただけるようなシステムの構築に、心がけてきたところでございます。また、このこ

とは効果的、効率的な行政運営という観点からも、まだまだ、このことは進めていかな

ければならない大きな課題であるというふうに思っております。 

こういった中で、３年７カ月市長を務めさせていただいたわけでございますし、あと

残り５カ月間、どのようにこのことを整理していくのか。やはり与えられた４年間の任

期をいかに充実するものにするのかというのは、これからの５カ月間、大変重要な責任

があるというふうに考えております。まずは、現時点におきましては、私はこの４年間、

努力を完結するために努力を続けてまいると。この思いで、今、取り組んでおるところ

でございます。今、それ以降についてどうなるかというご質問をいただきました。現時

点におきまして、この４年間、市政の任を市民の皆さん方から負託を受けた人間として、
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このことを十分に踏まえながら、これからの私自身の対応について、十分考えていかな

ければならないというふうに思っております。しかるべき時期に判断をしていかなけれ

ばならないと思っておりますので、今後とものご指導をよろしくお願い申し上げまして

答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 橋本議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（７７７７番番番番    橋本橋本橋本橋本    尊文君尊文君尊文君尊文君）））） どうもありがとうございました。それぞれに答弁をいた

だきました。感謝を申し上げたいと思います。 

私の議員としての任もいよいよ終わろうといたしておりまして、この議会でたぶん議

員活動の大半が終わったというふうに思っております。また、市長とこの議場でのお目

にかかることは、もうないかというふうに思いますので、長い間本当にご指導とご協力

をいただきましたことを感謝を申し上げたいと思います。 

また、市長におかれましても残されました任期を南丹市の発展のために、最大限の努

力をしていただきたいということをお願いをいたしまして、私の一般質問を終わらせて

いただきます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、橋本尊文議員の質問は終わりました。 

次に、１９番、井尻治議員の発言を許します。 

井尻議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１９１９１９１９番番番番    井尻井尻井尻井尻    治君治君治君治君）））） それでは、ただいま議長の許可をいただきましたので、

質問をさせていただきます。南風会の井尻治でございます。今回、この私たちの会派南

風会から質問に立つのは、私、一人でございますので、会派を代表いたしまして、日頃

からこの会派の中でいろいろと注視し、また議論を重ねております事項の中から、３点

について質問をさしていただきたいと思います。先に通告をしておりますが、その順序

は、やや前後いたしますが、お許しを願いたいと思います。 

まず、はじめに南丹市消防行政についてお伺いをいたします。 

最近、日本各地で大変痛ましい火災災害が毎日のように発生し、大変多くの犠牲者を

出しておりますことに、他のこととは言えない大変危機感を覚えていますとともに、私

たちのまちの平安に改めて、その恩恵をかみしめているところでございます。わが町の

守護とも言える精鋭なる南丹市消防団、１，５７１名の皆さんは益田団長を先頭に、私

たち市民の生命と財産を守るために、昼夜を問わず消防団員としての責任と使命の達成

に、最大のご尽力をいただいておりますことに、衷心より感謝を申し上げる次第であり

ます。また、高度な消防防災組織であります京都中部広域消防組合の常備消防としての

諸活動におきましても、併せて、日頃からのご努力に敬意を表する次第であります。あ

りがとうございます。 

さて、南丹市消防団も合併して間もなく４年を迎えようとしております。消防団は、

消防組織法に基づく消防機関であると同時に、地域住民を主体とした組織であり、また、

地域防災体制の中核をなす存在として地域住民、そして南丹市、消防本部、また、各種
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防災組織、事業所等との連携を図りながら、防災体制の確立をする必要があるというふ

うに認識をしております。これまでは旧４町で、それぞれの地域にあった消防体制のも

とに活動をされてまいりましたが、しかし、今日このどこの支団におきましても、地域

の高齢化が急速に進行し、消防団の充実強化を図る上で最大の課題で、一番基本的な団

員の確保が困難な状態の地域が数多くあるという状況であると言えます。消防団組織に

ついては、あくまでも南丹市消防団の行政範囲のもとであると認識しておりますが、市

行政の責任分野としても、現状課題について連携して対策を考えなければならないと思

います。一部の分団においては、組織改革への意見書も提出されており、支団において

も組織のあり方など、状況の調査を実施するとともに、南丹市消防団としても組織の改

革等諸問題について、取り組んでおられると聞いております。私が説明するまでもなく、

団員１，５７１名のうち、１，１００名近くの全体で約７０％が、また、地域によって

は９０％を超える団員がサラリーマンであり、すなわち被雇用の団員であります。先日、

新聞報道にもあり掲載されておりましたが、このように総務省の確認報告の中で２００

９年度の消防白書が掲載されておりました。全日本全体でそのサラリーマンの全国平均

でも７０％を超え、また、団員の年齢も４０％以上に高齢化が進んでいるとの報告であ

りました。緊急出動や各種訓練において、事業所の理解も得られながらも、厳しい社会

状況の中で、自らの雇用の確保の上で退団をせざるを得ない、そんな事実もあるように

聞いております。また、部の中には、団員１５名あまりのその団員構成の中で、１０名

が、団員の年齢が５０歳を超えているというような高齢で組織をしている部もあります。

消防団のご苦労を心配して、地域の中からも改善要望の声が出ているところもあるよう

であります。市内の高齢化率を市内別で調べてみますと、６５歳以上の高齢化率が５

０％を超えている、いわゆる限界集落に近い、そんな集落が南丹市域内で１４集落もあ

ります。また、４０％以上になりますと、４２集落にもなるような現状であります。こ

のような高齢化の現状の中で、団員の定数確保が達成できない多くの部や班があり、か

なり厳しい現状のようであります。消防資機材の充実が進む傍ら、それを有効に、また

迅速に使える人材が不可欠でありますが、このような状況下においても、さらに京都府

からは、団員の増強の要請がきているようであります。先に述べましたように、多くの

課題を抱えたまま４年を経過し、合併後の未調整の課題を解決しながら、新しい南丹市

消防団としての組織の確立が望まれるのではないかと存じます。また、このような環境

が、若い人たちのふるさと定住条件の負の部分になってはならない。そういうふうに思

います。そこでまず、お伺いをいたしますが、消防団の組織の改変そのものは、先ほど

も言いましたように消防団内部の執行に委ねるところではございますが、消防団員定数

の確保の現状と課題について、行政の立場として、最高責任者であります佐々木市長に

おかれましては、どう、今の現状把握をされ、どう対策について考えられているかお伺

いをいたします。 

また、消防団の待遇改善についても諸活動支援では団員の活動推進費などは、合併当
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初から比較しますと様々な事情があるものの、現在では、半額近くまで削減されており、

団員の志気への影響が心配されます。消防団員の待遇改善、団員の負担軽減など消防団

組織全般の課題について市長のお考えを伺います。 

続いて、関連する質問でありますが、消防委員会についてお伺いをいたします。 

先に述べましたように、これら諸課題について南丹市消防委員会規則により、市長の

諮問を受けて、必要事項の調査、審議する２１名以内の委員で構成され、消防組織法第

６条にも基づく機関として、南丹市消防委員会が毎年役員報酬として予算計上されてい

ながら、委員会は設置されずに、その予算は不用額として執行されておりません。この

ことは合併以来、現在まで、南丹市消防団については、市長として委員会に付託して調

査、審議しなければならない事象がなかったのかどうか。先ほど述べましたように、消

防団の抱える様々な課題について、消防団と行政をつなぐ大変重要な審議委員会である

と思いますが、その設置がされていない理由と、今後、設置される予定があるのかお伺

いをいたします。 

続きまして、佐々木市政の４年間の総括についてお伺いをいたします。この件は、先

ほどから各議員から質問がありまして、それぞれ事業別に細かく答弁されておりますの

で、できるだけ簡略に、また、総枠の中で質問をさせていただきたいと思います。 

南丹市になって以来４年を経過しようとしておりますが、社会状況の悪化は、依然、

出口の見えない状況が続いております。合併時の財政シミュレーションから見た予測か

ら大きく後退し、初年度より行政経営にはかなり厳しい状況が、現在も続いていると言

えます。このような状況の中で、旧町からの大型継続事業園部中心地市街地開発事業、

またＪＲの複線電化、合併効果を出すための情報格差の是正のＣＡＴＶや防災無線、さ

らには交通網整備など、多くのハード事業に着手をされてきました。一方で、虎屋、ジ

ャトコからはじまり、新光悦村への企業誘致の促進など、積極的に事業展開、事業執行

されましたことは、将来への有効な投資効果が発生する事業と評価をいたします。しか

しこれらの事業の財源は合併特例があるものの、基金の取り崩しや起債、すなわち国か

らの多額な借金によって賄われ、公債費比率の上昇にもつながってきたのも、また、事

実であります。市政全般にわたり、これまで多くの議員が質問し、市長は、厳しい財政

事情の中で南丹市総合計画を推進して、将来に命をかけて、この南丹市を守り抜くとの

強い決意を答弁されてまいりました。しかし、住民からは厳しいようでございますが、

抽象的で具体性がない、分かりにくいとの意見も多かったように思います。住民が合併

効果を実感できたかについても、市長の政治理念とも言える４町の誇りと絆をベースに

した住民協働のまちづくりの構想は、住民要望の実現性がやや乏しく、住民との対話不

足を感じられました。また、行政部署の細分化、度重なる配置転換などにより、合併効

果として、我々が謳ってきました高度な行政事務と専門性、すべてが分かる窓口サービ

スなど、まだまだ、その域に達したとは言えません。市長の方針でもある２１年度南丹

市経営方針にも挙げられました重点施策について、どのように選択と集中で事業展開し、
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その事業評価をされたのか、お伺いをいたします。 

行政経営推進計画に基づき第三者による、先ほど質問にもありましたが、行政評価推

進委員会が各事業の内部の自己評価と自己点検が重要と報告をされておりました。また、

職員のレベルアップを挙げられ、特に、上層部職員の心構えが重要であると、その意見

がありました。長期展望に立って、農林業の抜本的改革、青年の主張が活かされ、現実

となるような商工業の振興、中小企業の底入れ支援、若者と老人が共生していける福祉

社会など、元気で高い理想の南丹市を構築しなければならないと思います。創造性を豊

かに、活力に満ちた事業への転換など、市長のリーダーシップと、各部署の自信を持っ

て市長に提案できる人材の育成、そして、そのシステムづくりが重要であると思います。

その職員の自主性が、また住民のために活かされるような行政経営が求められているの

ではないでしょうか。我々議員の任期中の一般質問は、先ほど橋本議員の話にもありま

したが、質問の中にもありましたように、これが最後となります。改めて、ここでお尋

ねをいたします。低迷する社会状況に対決してきたこの４年間を、市長は振りかえられ、

計画、実行、また、その効果、それと改善を精査し、やり残した課題の解決とともに、

市長ご自身が今後、魅力ある南丹市の将来像をどう描いておられるのか、市長の政治的

決断をお伺いをいたします。 

続いて、最後になりましたが、支所機能についてお伺いをいたします。質問の本題に

入ります前に、この１２月末日をもって退職されます國府参与、浅野参与、中島参与の

３名の参与の方々に、まずは、この４年間の労を労いたいと存じます。大変ご苦労さま

でございました。 

合併以前よりそれぞれの町の中心となって、また、合併後には難しい新生南丹市の行

政運営の中核として、その任務を全うされました。合併直後においては、組織改編に併

せ、大きく変わった行政サービスの仕組みなどにも、住民の皆さんは以前と変わりなく

これまでどおりの行政サービスを求めて、支所に出向かれました。その都度、少なから

ず行政への不平、不満を口にされた住民が多かったと思います。支所長兼務の参与には、

権限と財源のない地域の代表として、住民対応にも心を痛められてきたのではないでし

ょうか。これまでの行政サービスを極力低下させないための工夫や、職員間の結束にも

配慮されてきたのではないかと推察いたします。今でも、住民の心と行政の心をつなぐ

接点こそが、この支所の存在であり、住民協働の原点であると確信をするとともに、そ

の参与の存在の重さを改めて感じるところであります。大変ご苦労さんでございました。 

参与が退職されたあとの支所機能について質問をいたしますが、住民より早くも支所

の弱小化、各種相談業務など旧町の代表的存在であった参与廃止に、不安の声を多く聞

きます。ここで改めてお伺いをいたしますが、市長は総合支所方式を堅持するとの発言

をされております。支所機能の低下を招かないための、この大きな穴埋めをどのように

お考えになっておられるのか、お伺いをいたします。 

以上で、質問席での質問を終わります。 
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○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、井尻議員のご質問にお答えいたします。 

まずは、消防団の問題につきましてご質問をいただきました。 

今日までの４年間、益田団長をはじめ南丹市消防団の皆様方、そして、京都中部広域

消防の皆様方、それぞれ市民の安心、安全な生活確保のために、多大なご奮闘、ご尽力

を賜っておりますことに、私からもこの場をお借りして、心からなる敬意と感謝の意を

表する次第でございます。さて、そういった中で、消防団員の確保の問題、ご質問の中

でもございましたように、大変大きな課題でございます。南丹市消防団にとっても、団

員の確保というのはご尽力をいただいておるんですけれども、なかなか達成ができない

と。こういった中で、地域の皆さん方や消防団の幹部の皆様方に、ご心労を煩わしてお

りますことに感謝申し上げる次第でございます。今、そういった現状の中で、消防団内

部におきましても組織体制を含めた見直しの検討をいただいておるというふうにお聞き

しております。当然、行政としてもこの消防団の機能確保、こういった面からも、消防

団の皆様方と一緒に加入促進の取り組み、そして、消防団員の皆様方が活動しやすい環

境整備、こういうことに努力をしていかなければならない責任があるわけでございます。

今、市といたしましても、消防団活動のピーアール、また、女性消防団員の確保制度と

導入なども視野に入れながら、努力をいたしておるところでございますし、また消防力

という観点から申しますと、自主防災組織の立ち上げ、それぞれ地域の皆様方との連携

の中でも、こういった部分での展開も考えていかなければならない。努力をしていく必

要があるというふうに認識しております。今、ご質問の中でもございました、ただ、高

齢化というのは、どこの地区でも大変進んでおるわけでございまして、そういった意味

で、消防団という自主的な防災の面で大変重要な役割を果たしていただける、この存在

というのは欠如しますと、地域力の大きな損失にもなってくるわけでございまして、こ

れは喫緊の大きな課題であるというふうに考えておるところでございます。との中で、

団員確保のためには、様々な手法を通じて努力をしていかなければならない喫緊の課題

であるというふうに認識しておりますし、これからも努力をいたしていきたいと思って

おります。こういった中で、先ほど申しておりました消防団内部におきまして、活性化

や、また組織、事業の見直しの検討をいただいておるわけでございます。私どもも、こ

の課題解決に向けての議論を対応して進めていきたいというふうに考えております。 

また、そういうような中で消防委員会の組織についてのご質問をいただきました。合

併当初よりこの消防委員会、条例も制定する中でしておるわけでございますけれども、

消防についての幅広い論議をしていただく。こういった場面も想定し、予算的には計上

をしてきたわけでございますが、今日まではご議論をいただくことはなかったというの

が認識でございます。先ほど申し上げました消防団の皆様方が、今、検討を続けていた

だいておりますので、これを受ける形におきまして、この消防委員会の設置をし、幅広
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いご意見を伺う中で、南丹市における消防のあり方というものを構築していく。このよ

うな時期にまいってきたというふうに考えておるところでございます。どうぞ今後、そ

ういうような形で、この消防委員会を設置していくということになると思いますので、

ご理解を賜りますようにお願いを申し上げる次第でございます。また、この件につきま

しては、やはりそれぞれの地域におきましてのご理解を得なければ、充実を図っていく

ことはできません。それぞれ議員の皆様方をはじめ市民の皆様方のご尽力とともに、ご

理解を賜りますことを、この場をお借りしてお願いを申し上げる次第であります。また、

消防団の関係につきまして、それぞれ積極的なご意見も、私ども行政のほうにも賜る中

で、より良きものを構築していかなければならないと、このように考えておるところで

ございます。 

次に、今日までの市政につきまして、様々な視点から、きめ細やかなご指摘をいただ

き感謝をいたしておるところでございます。私自身、先ほどの答弁でも申し上げました

ように、３年７カ月、大変厳しい社会状況の中でございましたが、市政を担当させてい

ただいてまいりました。こういった中で、内部的には、やはり市民の皆様方にご理解い

ただけるような行政施策、そして、そのためには、内部評価をはじめとする様々な観点

においての見直し、こういうようなことをする中で、効率的、効果的な行政運営を進め

ていかなければならない、こういった形のものを一つずつ構築してきたわけでございま

すけれども、大体、形としては整ってきたように考えております。しかし、これをいか

に実のあるものにするのかというのは、これからの大きな課題であるというふうに認識

をいたしておるところでございます。また、こういった中でご質問の中でもございまし

たが、度重なる組織改革、また、人事異動というお言葉がございましたが、私自身、旧

４町のそれぞれの町の職員であった職員の皆様方が、この４年間の中で異動もし、また

新たなる仕事を経験されることによって、大変高度な知識や、また、行政運営上の体験

もいただき、真に南丹市の職員としての形づくりができたものというふうに考えており

ます。これから、今、市民ニーズは大変高度化しておりますし、また、多角化をしてお

ります。スケールメリットという言葉を先ほどのご質問の中でもございましたが、まさ

にこのことを今後、具現的にしていく。また、それに対応していく能力、この辺をさら

に醸成していかなければならないと思っておりますし、そのいった意味では、現在の職

員それぞれ努力をいただいておりますので、その付託に応えられるだけの能力を兼ね備

えられたというふうに、私自身確信をいたしておるところでございます。こういった中

で、この４年間にわたりまして、どういったまちとしていくのか。合併して良かったと

いったまちづくりを進めていかなければならない。なかなか厳しゅうございます。先ほ

どご指摘いただきました様々な点につきましても、反省しなければならないとこも多々

あります。行き届いてないとこはたくさんあるなという思いでお聞かせいただきました。

しかしながら、この４年間のまちの南丹市の歩み、このことについて、私は、先だって

のまちづくりの中でも、ものづくりのまち南丹市ということを申し上げました。それぞ
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れ伝統工芸、全国大会も開いていただいた中で、豊富なこの工芸という資源がこの南丹

市にあるということ。また、企業誘致の中で多くの工場、事業所が新たに、この南丹市

で活動をはじめていただきました。それぞれおいでいただいた企業、大変卓越した技術

や、また、将来性も含めて、大変有為な市にとっても有為な企業であるというふうに考

えております。また、今、農産物、これは南丹市において、今日まで伝統と関係者の皆

様方のご努力で積み上げられてきた、この農産物が高い評価を得ておりますし、また、

南丹ブランドとしても、周辺地域をはじめ、全国的にも素晴らしいという評価も得るま

でになってまいりました。こういったまちづくりの基盤をものづくりということに集約

することが、この４年間の間で整ってきたのではないかというふうに私自身、自負いた

しております。こういった中で、こういった将来性に向けての大きな飛躍の材料もある

わけでございます。周辺環境、大変厳しいものがあるわけでございまして、なかなか困

難な状況もありますが、しかし、今申し上げたようなことを一つの大きな力として、こ

れからのまちづくり、市民の皆様方とともに、この新たなる南丹市を構築していく。こ

のことが重要であるというふうに考えておりますので、今後とものご指導やご協力を賜

りますよう、お願いを申し上げます。 

また、参与制度につきまして、総合支所につきましてのご質問をいただきました。 

参与さんには、それぞれ４年間にわたり、この合併直後の誠に困難な時代を旧町域の

調整役として、また、支所長として円滑な市政運営に甚大なるご尽力を賜ってまいりま

した。私からも心から感謝と敬意を表する次第でございます。こういった中で、先般の

ご質問中でもお答えをいたしておりますけれども、それぞれの三つの支所、これは、私

は総合支所、これで堅持をしていかなければならない。これが一つの今の状況であると

いうふうに考えております。こういった中で、私どもも内部的に先般らいより、本庁・

支所とどのような連携をさらに強めていくのか、検討会議、また調整を行ってまいりま

した。こういったことの結果、それぞれの本庁・支所の詳細にわたる連携、このことが

より重要であるというふうに考えておりますし、また、それぞれの部課長、本庁での責

任体制、支所での責任体制、こういうことを明確なものに、さらにしていくことが必要

であるというふうに考えております。引き続き、これは大きな行政課題でもあります。

サービスの低下が招かないように、この努力をどうやっていくのか。このことについて

は、当然、来年１月以降も様々な観点から、住民の皆様方のご意見を聞きながら、その

構築に努力をしていかなければならないというふうに考えております。改めて今日まで

の参与の皆様方のご尽力に敬意を表しまして、答弁とさしていただきます。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

井尻議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１９１９１９１９番番番番    井尻井尻井尻井尻    治君治君治君治君）））） それでは、それぞれ答弁をいただきました。まず、最初

に消防団組織の関係でありますが、現状認識は、十分していただいておるというふうに

伺いました。しかし、その消防団、現場の消防団と行政をつなぐその役割に委員会とい
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う、委員会の設置が大変重要であると。それを市長は、そこに付託されるべき事象がな

かったというふうな今、説明でありましたが、今、行政改革については、各支団、そし

てまた、本部のほうで取り組んでおられるというふうに、私も認識しておりますが、設

置の事象がなかったということについては、いささかちょっとどうかなというふうに思

いますのは、一昨年、大変残念な事象が発生しまして、消防団の団員の不祥事というよ

うなことがありました。発生当時は、支所対応、それから支団対応、しかし、段々大き

くなって、これはあかんということで本部対応、本庁対応というような経過を踏みまし

たが、あれだけの事象が発生し、基本的には、その最終責任はですね、支団がそのあく

る年の出初め式の大変栄ある表彰辞退にも及んだ。これだけの責任をとらなければなら

ないような事象が発生した時点で、私は、その消防委員会が当然、設置され、これまで

の経過の集約、これからの対応について、議論されるべき時期であったかなというふう

に思います。そういうことも含めて、この委員会が設置されないのは、何でかなという

ふうに常々思っておりましたし、この会派でも議論をしておりました。そういうことも

含めて、今、最後には、委員会の設置の方向を考えるということでありますが、これま

でのそういう経過も踏まえて、十分これはいろんな現状課題、問題を、市長からですね、

委員会に付託をされて、本当にこう厳しい中で、団員の皆さんが苦しんでおられる現状

を、何とか行政としての目線で、まずは考えていただきたいというふうに思いますし、

また、中部広域消防の当然、ご指導もそこにはいただかなければならないというような

こともありましょうし、それは、緊急の課題として挙げていただきたいというように思

っております。 

それから総括につきましては、いろんな今、市長の思いも申されました。将来につい

ては、先ほども、また紹介いたしましたけれど、伝統産業、また企業誘致等の、必ず将

来そういう投資効果が生まれるであろうというふうに申し上げましたけれども、やはり

南丹市、園部町を中心にしてですね、ものづくりのまちというのは、古い歴史の中で息

づいております。それを何とか、こういうことをこう先行投資をうまく将来に活かしな

がら、ものづくりのまちとして生まれ変わる要素は、十分あります。そういう明確なこ

ういうまちをつくるんやという明確な、そういう住民にも分かる事業展開をされたらと

いうふうにも思います。 

それから最後の、我々も任期を最後にして、もうこの１２月定例議会で発言する機会

はない。しかし、この議員の皆さんにはですね、次の選挙への公約なり、自分の思いを

住民の皆さんに訴えていかなければならない時期であります。一緒にやってきた市長と

議会が、我々の判断として、市長の将来描いておられる将来像について、我々は、それ

を判断し、住民の皆さんに訴えて、その住民の皆さんのご意見を賜って、また、改めて

この議会に一緒にまちづくりに参加さしていただく。こういう重要なときでありますの

でですね、市長の任期は５月までか、４月までか分かりませんが、我々は、これで終わ

ります。ですから、ここである程度のやっぱり明確な将来を、将来展望、政治姿勢をで
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すね、述べておかれるのが、この議会に対しての礼儀とは言いませんが、本筋ではない

かというように思います。参与、それから支所のあとは情報交換ですが、いまだにこの

議会になっても、その辺がはっきりしない、反省すべき事象も発生しているようであり

ますが、やはりもっと密に連携して、一緒になってやっていくようなシステム、会議の

ほうやらいろいろあろうかと思いますが、そういうシステム構築が、まず大事ではない

かというふうに思いますので、最後に、市長の再度の答弁を求めまして、私の質問を終

わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、ご質問にお答えいたします。 

消防委員会の設置につきまして、ご意見をいただきました。 

私自身も、この南丹市消防団として発足されて、出初め式から、まずはじまったこの

活動。それぞれ４町のまさに個性あふれる、そして、尊い歴史を積まれてきた四つの町

の消防団が合併されたと。様々な一つひとつの会議、また議題につきましても大変ご苦

労されておると。とりまとめにご苦労されておるということを直に聞いておりますし、

また、課題が生じたときには、どこでどのような解決をするのか。今、おっしゃられた

件につきましても、実は、どのような形で支団と本団とやっていくのかというふうなこ

とについても、大変、団内部におきましても苦労されておられました。私は、そういっ

たことを見聞きするにつけ、またお話をするにつけ、やはり、まずは、この消防団の体

制を円滑な形に構築するためには、若干の時間はかかるというような思いで思っており

ました。こういった中で、今、消防団の皆様方も多くの課題があるわけでございますの

で、今、その検討に入っていただいております。そして、今、私自身も、今の消防団と

いう体制が南丹市消防団として、まさに名実とも確立をしてきたというふうな認識をし

ております。ここで今、この消防委員会、やはり形づくるものがきっちりしていかない

と、周りで論議をしても、これは、また無用な混乱を招くことにもなりますので、まず

は、消防団内部におきましてのご検討をいただいて、このことを踏まえた中で消防委員

会を設置し、十分な議論を掘り下げていく。より良きものにしていくと、こういうこと

をやっていくことが重要であるというふうに思っております。 

もう１点、この消防団員の確保という問題、これは、本当に大きな問題でございまし

て、行政がチラシを撒いて募集してきていただけるものではございません。まさに、そ

れぞれの地域で課題もあるわけでございますので、この辺をどう構築していくのかとい

うことも含めて、これから緊急な課題であるというふうに認識しておりますので、ご理

解を賜りますようにお願いを申し上げる次第でございます。 

行政機構の問題、先ほど参与さんの退任後の問題、このことを先に触れさしていただ

きますけれども、まさに私どもも、この４年間という大変大きな重みがあった存在がな

くなるわけでございますので、私をはじめ、１月１日以降、職員一丸となってこのこと



 - 43 - 

に当たっていかなければならないということを認識いたしております。様々な課題、ご

指摘いただいておるようなことも、まだまだ残っておるのも事実でございますので、こ

の辺につきましても十分考えながら、対応をしていきたいというふうに考えております。 

もう１点、それぞれ議員の皆様方の任期も、あと２カ月余りというふうな、３カ月で

すか、３カ月というふうな状況になる中で、定例会としては最後というふうなことで、

ご質問をいただいた内容というのは、私も十分認識をいたしておるわけでございますが、

私自身、あと残された任期をいかに充実したものにしていくか、まとめの時期だという

ふうに思っております。当然、これからあと、この任期が過ぎれば選挙ということにな

るわけでございまして、もちろんそのことを念頭に置いて、どのように考えていくのか

というのは、先ほどのご答弁でも申し上げたように、熟慮していかなければならない段

階だと思っております。様々な政治状況、また、今、来年度に向けての予算編成の中で

大変厳しい、今、どうも動きになりそうでございます。こういったことの責任も含めて、

私ども市の行政運営上どのようにやっていったらいいのか、私自身で考えていかなけれ

ばならない課題であるというふうに認識しております。現時点におきましては、現在の

所信を披歴いたしまして、答弁にかえさせていただきます。よろしくお願いします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、井尻治議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩をいたします。再開は午後２時３５分といたします。 

午後午後午後午後２２２２時時時時２１２１２１２１分休憩分休憩分休憩分休憩    

…………………………………………………………………………… 

午後午後午後午後２２２２時時時時３４３４３４３４分再開分再開分再開分再開    

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） それでは、休憩をとき、休憩前に引き続き会議を続けます。 

  次に、１３番、矢野康弘議員の発言を許します。 

矢野議員。 

○○○○議員議員議員議員（（（（１１１１３３３３番番番番    矢野矢野矢野矢野    康弘康弘康弘康弘君君君君）））） １３番、矢野康弘でございます。今、議長のお許しを

得ましたので、一般質問を行います。 

国家公務員の労働基本権が制限されている代償として、人事院が給与について勧告を

実施しております。人事院が２００９年度国家公務員の一般職員の給与を引き下げるよ

う内閣と国会に勧告しました。平均年間給与は、２．４％という大幅な減額の勧告とな

り、最大の引き下げ幅となりました。また、京都府の人事委員会も同じような内容で府

職員の給与の引き下げを勧告いたしました。人事院勧告は良くも、悪くも地方自治体は

これを尊重して、約６０年ほど経過し、こうしたことによって公務員の給与は、一定の

水準を維持してまいりました。こうした状況の中で、国と地方の給与の差をラスパイレ

ス指数という指数で表してきました。広報なんたんの市職員の給与を公表しております

が、国家公務員を１００としたとき、南丹市は８８．１となっております。全国の市町

村、１，７６０余りのうち、下から２０位で、近畿の市では最下位で、京都府の市町村

で下から２番目であり、京都府の市では最下位であります。そして、お隣の京丹波町よ
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りも低い状況であります。こうした状況は、あまり低いと労働意欲を減退させるもので、

決して良い結果はでないと考えます。せめて京都府の平均にまで引き上げるべきと考え

ます。こうした中で、合併合意によると、９級までとなっておりますが、平成１９年に

給料表の変更がありまして７級になりました。７級以降、具体的には、６級を課長級に

し、５級を課長補佐級に順次上げるようにして、３級から４級への運用を緩和すべきと

考えます。３級適用者が職員の半数もあり、そして、２級適用者も２割、合計すると７

１．８％になります。こうしたものを分散すべきと考えます。また、４町合併合意によ

り、給料差についても、総務常任委員会において全体に是正したと言われておりますが、

今、なお、数十人があると聞いております。こうした職員も是正すべきであると考えま

す。職員組合と合意があったと、先日、総務委員会で言われましたけれども、組合に加

入していない職員も多くある中で、こうした職員にも配慮すべきと考えます。そして、

管理職手当も責任の度合いによって決定されており、条例どおり実施し、いつまでも減

額すべきでないと考えます。何といっても行政の推進役は、職員であり、南丹市を一層

発展させるためにも、いわゆる職員の士気の高揚を図ることは大切なことであります。

こうしたものは、市長の考えと責任で容易に解決できるものであり、財源については、

毎年退職者もありますので、この程度の財源はできると存じます。市長の所見をお伺い

いたします。 

その次に、道路財源についてでありますが、広域行政がいろいろと話題になっている

中で、府道大河内口八田線の中山峠は、京丹波町へ通じるもので、相当な自動車が通行

しており、観音峠の迂回路にもなる重要な道路であります。こうした中で２キロにわた

って、道路幅が３メートルもあるなしでありまして、自動車の離合ができない状況にあ

ります。また、周辺には、放棄ごみが山中に相当あります。こうした状況の中で放棄ご

みの整理をし、美しい道路にしていただきたいと存じます。ぜひ改修して、京都府に要

望していただきたいと存じます。市長の所見をお伺いいたします。 

その次に、国道９号の河原町地内で工事が行われておりますが、路面が下がってまい

りました。いよいよ園部大橋も改修の対象となってきたと考えます。平成１９年の６月

に市議会でも申し上げましたが、大橋の改修に併せ、井堰を下げ、河床も下げて、全体

に水位を下げるべきと考えます。そして、河原町や横田や周辺地域を水害から守ってい

ただきたい。安心・安全を考えるときに必要と考えます。こうした地域の水害を、私は

旧園部町時代にいろいろ知っておりますもんで、ぜひとも改修をお願いしたいと存じま

す。 

その次に、園部川の改修が、今、八木地内で行われております。完成しますと、流水

は一段と良くなると思います。そうしたところが、ＪＲ鉄橋付近の陣田川と天神川と園

部川の３川合流点で、水位が相当上昇すると存じます。周囲には井堰がありますのでそ

れにどう改修するのか、どのように改修するのか、新町やその周辺地域は地盤が非常に

こう低いところがありまして、水害が起こる可能性が多い地域であります。今後の改修
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の方策について、市長の所見をお伺いいたしたいと存じます。 

その次に、北部コミセンの付近の信号機の設置でありますが、何回も質問しておりま

すが、保育所の送迎や小学校の通学、そして、通勤の車で誠に混雑しております。死亡

事故が起こってからでは遅いと存じます。以前から京都府の公安委員会に要望すると、

市長さんはいつも言われておりますが、その回答は、どんな回答なのか、なぜできない

のか、お伺いいたします。 

以上であります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、矢野議員のご質問にお答えをさしていただきます。 

先ほどの議会におきまして、職員給与の改定につきまして、全会一致で賛成いただき

まして、成立、条例案を成立さしていただきました。ありがとうございました。こうい

った中で、私自身も先ほどご質問中にもございましたが、人事院勧告の存在、これは市

町村にとっては、やはり順守すべき問題であるというふうに考えております。こういっ

た中で職員の皆さん方にも、今回の値下げ、大変厳しいわけでございますけれども、ご

理解いただくようにお話をさしていただいたところでございます。また、ただいま本市

の職員のラスパイレス指数、ご指摘のいただきましたように大変低い状況にあるわけで

ございます。ご質問の中にもございましたように、やはり労働意欲に関わらないかとい

うことを私も懸念しております。こういった中で、この改善につきましても取り組みを

いたしてきたところでございます。こういった中で、２０年度は８８．１ということで

ございますけれども、まだ、２１年度の指数は確定をしていないわけでございますが、

９０近くに上昇できるんじゃないかというふうに試算をいたしておるところでございま

す。しかしながら、京都府の市平均９６．３までは、まだまだ幅があるわけでございま

す。大変申しわけなく存ずる次第でございますけれども、やはり引き続き、職員定数の

適正化、また給与総額の抑制、こういった観点からも、現状の財政事情に鑑みまして、

それを基本にしながらも、この職員給与の改善に向けて、今後とも努力をしていかなけ

ればならないというふうに考えておるところでございます。 

ただ、ご指摘の職務の級でございますけれども、地方公務員法では職務と責任に応ず

るというふうに定めておりまして、こういった中での今、ご指摘いただいたような形と

いうのは、運用上、大変難しい状況でございます。南丹市の職務の級は、現状において、

困難性や、また、責任の度合いにおいて適切な分類であるというふうに考えております

けれども、やはりその都度、点検を引き続き行っていくことが大事だというふうに思っ

ております。 

また、管理職手当につきましては、自主返納という形で行っていただいておるわけで

ございますけれども、大変この点についても、申しわけなく存じておるところでござい

ます。これにつきましても、ただいまいただきましたご意見を踏まえる中で、どのよう
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にやっていくのか、財政状況ということがどうしても出てくるわけでございますけれど

も、この辺も、考慮しながら考えていきたいというふうに思っておるところでございま

す。また、合併に伴う給与格差の是正につきましては、ご質問の中でもおっしゃってい

ただきましたように、労使間の合意の上で是正基準を設けまして、平成２１年、今年の

１月１日付で完全実施したということで認識をいたしておるところでございますので、

ご理解を賜りたいというふうに存ずる次第でございます。 

次に、府道大河内口八田線の中山峠、私も丹波町から摩気西本梅方面へ移動するとき

にはこの峠、大変短い距離でございますので、よく使ってきたところでございますが、

長年にわたりまして改修はされておりませんし、計画も今のところない状況でございま

す。南丹市内におきまして改修の必要な箇所というのは、多数あるわけでございます。

また、今般の公共事業についての縮削減の動きの中で、新規事業の採択ということは、

大変困難な状況であるというふうに聞いております。今、多くの箇所を要望いたしてお

るところでございますけれども、まずは、この要望箇所の早期の整備が重要であるとい

うふうに考えております。当然、この利便性というのは、認識しておるわけでございま

すが、まずは、今、お願いをしておりますことを優先的に進めていただくように、府に

要望していきたいというふうに考えておるところでございますので、ご理解をいただき

ますように、お願いを申し上げる次第でございます。 

次に、園部大橋にかかわります、その直下流にございます井堰の切り下げ、この点に

つきましては、本年の防災パトロールでも現地を、京都府をはじめ関係機関の皆様方を

現地にご案内いたしたところでございます。この井堰を切り下げますと、園部川の流せ

る能力、大いに高まるわけでございます。こういったことを、ご理解をいただく中で、

課題であるという認識をいたしておるところでございます。しかしながら、先ほど国道

９号のお話をいただきましたが、今、園部大橋部分を除いて、河原町美園町間というの

は交通安全対策事業で実施いただいておるわけでございますが、大橋部分の事業化につ

いては、まだの状況にあるわけでございます。こういった中で、やはり園部大橋橋脚の

根入れの関係がございますので、この井堰について、ただちにどうこうするということ

はできないわけでございますけれども、園部大橋の改修が進むように、これからも強い

要望をしていくことによりまして、この井堰の問題にも、対応していきたいというふう

に思います。このことにつきましては、国道９号の問題も先ほどの道路の問題で大変大

きな課題でもございます。やはり道路っていうのは、つながってこそでございますので、

何とかこの園部大橋というのをやっていかなければいけないというふうな現状にあるこ

とでございますので、努力をしていきたいと思います。 

また、園部川の改修の問題、これにつきましては、今日までも、先ほど申し上げまし

た防災パトロールの中でも、それぞれの地域にもパトロールをいただいておるところで

ございますし、こういった中で、今、ご質問のございました３川合流点から下流の園部

川につきましては、大美谷橋、ちょうど衛管の前でございますね。ここのネックポイン
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トの解消も含めて、２２年度完成を目指して、今、鋭意、事業実施をいただいておりま

す。これが完成しますと、順次上流に向けて、問題の箇所の改修に取り組んでいただく

ということには予定をしていただいておるわけでございますけれども、３川の合流付近

につきましては、以前に木原井堰、また、室河原井堰を統合するなど、一定の改修が行

われてきたという経緯もございます。これよりも上流での改修が３川とも必要であると

いうふうに認識をいたしております。こういった中で、やはり河床を掘り下げての改修

ということになりますと、下流に及ぼす影響も多いことから、桂川の整備の進捗を勘案

しながら、園部川からも下流からの改修をしていかなければならないというのが原則に

なってくると思います。おかげさまで天神川放水路、これを今、やっていただいており

ますので、市街地の水路の整備も含めまして、雨水排水事業を行うことによって、水害

の危険度の軽減が図っていけると思っておりますが、やはり園部川の改修というのが大

きな課題であるというふうに認識をいたしております。このことによって河原町、横田、

黒田地域における課題も解決をしていかなければならないというふうに認識いたしてお

りますので、ご理解をいただきますように、お願いを申し上げます。 

すみません、中山峠の放棄ごみの問題を、答弁をいたしてなかったようでございます。 

このことにつきまして、今、ごみの不法投棄というのは、もう市全体におきましても

大きな課題でございます。こういった中で、土木事務所、保健所などの協力をいただき

ながら、各種の施策をとっておるところでございますし、それぞれ地元の皆様方にもご

尽力賜っておるところでございます。私どもも、今議会に上程さしていただいておりま

す一般会計の補正予算において、緊急雇用創出補助事業として、不法投棄監視パトロー

ルにかかる経費を計上いたしておるのも事実でございます。これの活用も含めて、さら

なる対応をしていかなければならないと考えております。 

それと信号機の設置、北部コミュニティセンターの南西にということで、再三、再四

ご指摘をいただいておるということを承知しております。隣には保育所もございますし、

この課題、私もよく通過をするところでございます。この件につきましては、要望書を

本年１月にも、南丹警察のほうに提出させていただいております。現在のところ設置に

は至っておりません。この信号機の設置につきましては、府警本部のほうで決定される

ということになるわけでございますけれども、窓口としては、南丹警察ということにな

るわけでございます。これについても、大変多くの要望が寄せられておるということを

警察のほうからも聞いておるところでございますけれども、南丹市といたしましてもこ

の箇所というのは、大変、保育所の付近ということもございますので、引き続き要望を

続けていきたいというふうに考えておるところでございますので、ご理解を賜りますよ

うにお願いをいたしまして、答弁といたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁が終わりました。 

矢野議員。 

○○○○１３１３１３１３番番番番（（（（矢野矢野矢野矢野    康弘君康弘君康弘君康弘君）））） 今、答弁があったところでありますが、私、旧園部町時代に
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長く給与を担当しておったこともあって、人事院勧告やら、給与改定については非常に

こう気になるものが多うございまして、今日、こうして申し上げたところでありますが、

給与条例を見ておりますと、市長さんの考えと責任で、これは簡単にできるものだと思

います。条例をいちいち変ええでも皆、規則でうたってありますんで、比較的変えられ

ると、できると思いますので、その辺を十分考えていただきたいと思います。何と言い

ましても行政の推進役は、職員であります。月給や管理職手当を下げておいて、頑張れ、

頑張れと言ってもなかなか難しい話でありますんで、やっぱり支給するべきものは支給

して、そして、頑張ってもらうというふうな、それが筋だと思いますんで、ぜひともお

願いいたしたいとそのように思い、財源はそのときに退職される方が必ず出ますんで、

そうした財源でいけると思います。 

そして、もう一つは、これは要望でありますが、管理職手当に関連してでありますが、

選挙に対する管理職の時間外手当であります。これは条例が、改正が必要なら改正した

らよいと思いますが、運用でできるなら運用していただいて、参議院選挙やら、あるい

は京都府の知事選挙がありますんで、こうしたものは国や府から資金が出てくるわけで

あります。財源が出てくるんでありますんで、返納するようなことのないように、ぜひ

管理職の人にも、ぜひとも支給してやってほしいと思います。そして、旧園部町では、

こうしたものは全部支給をしておった状況でありますんで、ぜひともお願いしたいとそ

のように思います。そして、代休やと言いますけれども、管理職は、やっぱり課の職員

が大勢おる中でなかなか代休はとりにくい。自分の年休は、相当残しておいて代休をと

っておるんじゃなかろうかというふうな思いもいたすわけでございますけれども、とに

かく管理職の選挙の時間外手当を出すようにお願いしたい、要望いたしておきます。 

その次に、信号の件でありますが、何回も申し上げておりますけれども、府の公安委

員会に要望しておくと。要望したら何らかの回答があろうと思います。その回答はない

のかどうか、その辺を教えて、お願いしたいと思います。 

そして、大橋の分につきましては、とにかく私は、大橋の改修のときに、あの橋脚を

深く入れておけと、入れておいたら、あとはまた、できますんで、それをしてほしいと

申し上げておるのであります。そして、河床を下げたら、あの辺は良くなりますんで、

それをお願いしたいというのがお願いであります。その辺、回答をいただきたいと思い

ます。 

特に信号の回答はぜひともお願いしたいと思いますのと、そして、職員の給与につい

てもその辺を十分お考えいただきたい。市長さんの所見をお伺いいたしたい。 

以上です。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 答弁を求めます。 

市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） ご質問にお答えをいたします。 

まず、給与の問題、先ほども申し上げましたように、何とか改善をしていきたいとい
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うのは、思いは、持っておるわけでございますが、現下の状況に鑑みる中で、制度とし

ては規則を変えればということになりますし、辞令を発令すればということになるわけ

でございますが、これは、ただいま財源のお話の中で退職者のというお話がございまし

たけれども、これ一旦変えると、下げるわけにいきませんので、やはり永続的な見通し

のある中でのこの給与の是正ということを慎重にやらざるを得んということも、ご理解

を賜りたいというふうに思います。ただ、２年間にわたりまして、この改善につきまし

ては、努力をいたしておるところでございますし、これは何とか厳しい状況でございま

すが、引き続き徐々にではございますが、やっていかなければならない課題だという認

識しております。 

また、選挙の時間外の件なんでございますが、もちろんその府から頂戴する補助金の

中、返納ということはできるだけしないように、これは、それぞれ施策をしなければい

けないというふうに思っております。ただ、やはり管理職としての手当を支給しておる

という、やはり、これをきちっとした運用をしなければいけないということで、現在の

ところ、このような形で時間外手当でなくて代休、これを指定代休としてお願いをして

おるところでございます。これは実質的に、今回の人事院勧告におきましても残業手当、

いわゆる時間外手当の６０時間以上になりますと、１５０％にするというふうな形の勧

告も出ておりまして、来年４月には、これを実施しなければいけないというようなこと

で今準備を進めておるんですが、実際この辺の感覚からしますと、やはりライフワーク

バランス、この点について、やっぱり職員の健康管理、やはりこの辺を十分する中で、

制度的にも、もう時間外をできるだけ少なく、また代休、もしくは、その年休も取りや

すい、計画的に取りやすいこういうような形づくりを、さらに進めていくことのほうが

大事であるというふうに認識しております。こういった中で、やはり職員の皆さん方に

は、元気で充実した生活の中で働いていただかなければなりませんし、先ほどのご質問

の中でもございましたが、やっぱりこの市役所の業務を司る職員の皆さん方が、それぞ

れ元気で、また健康で、そして、もう一つは、様々な能力をさらに高めていただく。こ

のことが重要であるというふうに認識しております。引き続き、これは一面的なことで

はなく、多角的に考えていかなければならないことだと思います。ご指摘のありました

ご意見を踏まえながら、また、努力をしていきたいというふうに考えております。 

また、信号設置の件についてでございますが、本年１月に要望書を提出させていただ

いた件については、まだ、返事は返ってきておりません。具体的にどうこうという話は、

従来からもございません。困難であるとか設置しますとかいう回答だけです。京都府に

おいては年間約３５０件の要望があって、そのうち、大体２０件程度が認められておる

ようでございますけれども、なかなかその優先順位がどうなっているのかということま

では、こちらには知らせていただいておりません。引き続きこの点につきましては、さ

らに要望をしていきたいと思いますし、現地確認のことにつきましても、我々の感知し

ないところでされておるようでございますので、そういう点につきましても考えていか
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なければならないと思っております。これからも努力していきますんで、ご理解を賜り

ますよう、よろしくお願いします。 

また、大橋等の点につきまして、ご意見を踏まえながら、これからもこの河川計画と

いうのを京都府で作られるわけでございますけど、まさに市民生活の安全のために重要

なことでございますので、鋭意努力をしていくことを申し上げまして、答弁といたしま

す。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 矢野議員。 

○○○○１３１３１３１３番番番番（（（（矢野矢野矢野矢野    康弘君康弘君康弘君康弘君）））） 給与につきましては、できるだけ改善していただくようにお

願いを申し上げて終わりたいと、質問は終わります。 

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治君繁治君繁治君繁治君）））） 以上で、矢野康弘議員の質問は終わりました。 

   

○○○○議長議長議長議長（（（（吉田吉田吉田吉田    繁治繁治繁治繁治君君君君）））） 本日はこの程度といたします。 

明日、１２月１日、午前１０時より再開して、一般質問を継続いたします。 

本日は、これにて散会をいたします。 

ご苦労さんでした。 

 

午後午後午後午後３３３３時時時時０３０３０３０３分散会分散会分散会分散会    

  


